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巻 頭 言 

“つぶやき”最近化学に思うこと 

棚 橋 純 

最近，テレビで“つぶやきシロー’’という名の若いタレントの人気がある。出てきてなんだか訳の 

分からないことをぶつぶつとつぶやくだけだ。 この巻頭言も私のつぶやきと思っていただきたい。 

世界情勢の急速な変化の中で，日本の製造業を取り巻く状況は一段と厳しい。我々の携わる化学工業 

も国際競争にさらされている。現在，日本の産業の推進役は自動車と半導体に代表される製造業である。 

ソフト開発を含む第三次産業の成長力は失われつつある。製造業は国家経済の基礎であるが，それだけ 

の理由で事業の継続が可能というほど甘くはない。新たな展開が必要である。 

それでは，化学工業の新しい展開は何であろうか？それは，従来のChemistry が着目していた主反 

応以外，すなわち副反応をより高度に解析する化学ではないかと考える。副反応によって生成した物質 

は，収率を低下させ，通常反応後の分離操作を要求し，汚染物質になることさえある。副反応の存在を 

意識したプロセスの検討が，新たな展開を生み出す可能性がある。この新しい展開を実現させるために 

は，反応に関する更に深い造詣が必要となり， コンピュータを駆使したデータベースの利用，反応のシ 

ミュレーションなどの技術が欠かせない。 データベースには，他の研究者のデータの参照と利用という 

基本的考えがある。それ故，参照と利用に当たっては，国際的な視野が必要であり，得られる情報の評 

価が適切にできるよう，技術者のレベルを高める必要もある。 

化学工業にとって，研究開発は欠くべからざるものである。損益面では苦しくても各社が研究開発を 

継続してるのは，化学工業の将来の利益および社会貢献の源泉が，研究開発の中にあるからである。従っ 

て，化学工業には若き研究者の活躍の場が大きく広がっている。 

次に，最近話題にLることの多い企業の情報システムとインターネットについて触れる。インターネッ 

トは，大学だけでなく企業での利用も一般的になってきた。 すでに，インターネットを通じて工業化学 

品の取引も行われている。その背景には，FL法などによるアフターケア，IS09000 による品質管理の 

標準化，IS014000に よる環境管理の標準化あるいは今後予定されている会計など信用情報の標準化が 

ある。これらは情報システムによって社会の仕組みがより明確になった良い例である。企業内の情報シ 

ステムも，社内の情報の共有化が新しい研究開発を支援し，より良い成果を導くものと考えられる。 

終わりに，改めて言うまでもなく，化学とは物質転換である。それを利用した化学工業は人類の夢を 

実現し，更に新しい夢をもたらす産業である。安全問題や廃棄物問題で幾度かの試練を経た経験を持つ 

が，それらの問題を克服して私たちの夢を実現してきた産業である。これからも私たちの色々な夢を実 

現させ続けてくれるであろう。 

以上，とりとめもなく最近私たちが化学及び化学工業に思うことをつぶやきつつ書き連ねてみた。 

日本化学工業（株）取締役社長（昭和46年応用科学化卒業・新制21回） 
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電気化学的方法による 

機能性薄膜の作製 

逢 坂 哲 禰 

1・はじめに この受賞を告げるe-mailが7 月未頃に現在の 

この度，イギリス及びアメリカにおいて受賞し 会長のGabe教授から私あてにあったときは， こ 

たことで・ レビューを書くことを許されたので， の賞は今までは工業界での指導者の方々で，かつ， 

いままでの私の研究経緯と，最近の私共の研究ト 60才以上の長老にだされることが多かったので， 

ピックスを紹介したい。外国から連続して賞を受 受賞の喜びはあまりピンとこなく，忙しいので授 

けたのは大変ラッキーなことである。私の恩師で 与式には行けそうもないような返事を出してしまっ 

ある吉田忠先生が，「なるべく若い時期に海外に た。しかし，授与式に参加する決意をしてバーミ 

行ってきなさい。特に，アメリカに行って修行し ンガムに行ってみるとイギリスの産業革命が起こっ 

てくることが，次の研究のスタートになるよ。」 た記念すべき土地であり，かつめっきの工業化が 

と薦めて下さり，吉田先生がお忙しい時期にかか 初めて行われた土地であることも印象的で，また， 

わらず・私が海外に留学する機会を与えて下さっ 授与式で重々しく金メダルを受Iナると，その伝統 

た。その時に，私としては，国際感覚を学ぶこと の重みを感じた。かつ，会議に参加した日本人の 

ができ・ このことが， このたびのラッキーな結果 仲間が皆で祝ってくれたことは，たいへん光栄で 

につながったと実感している次第で，恩師の大き 名誉あることで感激がひとしきりであった。この 

な理解と指導を感謝しつつ，この稿を書かせて頂 賞は口本人では2人目で， 1人目は本学の上田重 

きたい。 朋名誉教授である。上田先生にはこの分野での指 

導を受け，その結果このような栄誉が与えられた 
2．受賞内容について と深く感謝している。 

1996年9月イギリスのパーミンガムでINTER- 1996年10月米国サンアントニオにてElectrochem-

FINISH96 という国際会議が開催された。この国 lcal Soc.（米国電気化学会）の年会が開催され 

際会議は4年に一度表面処理国際連合（Internaー た。この学会は会員7,000人以上の大きな学会で， 

tional Union of Surface Finishing）により開か 国際学会ではないが，実質上国際学会としての働 

れ・ この会議の最後に，ワーニソク賞が与えられ きをする電気化学の分野では学術レベルが最も高 

ることが常である。この賞は，国際的な表面処理 い学会である。年会参加者も1,600人以上と多く， 

に関する貢献と業績に対して与えられる賞で，こ 従って，学会活動はディビジョン（Division）制 

の連合の事務局長であったワーニック氏を記念し になっていて各分野がこのディビジョンを中心に 

て名付けられた賞である。 この度は， ワーニック 活動を行っている。 今回の賞は， このディビジョ 

氏が94オであったが，車イスでわざわざ参加され， ンのーつであるElectrodeposition （電析部門） 

直接私に手渡されたのが，印象的であった。この の最高位の研究賞（Research Award）であった。 

ように・ 4年に1回，時には中間の2年目にも授 主として無電解めっき法による磁性膜の研究とそ 

与される賞である。  の関連した研究に対して受賞が決定した。私とし 
早大’理工学部教授 

ては，学術的な研究が国際的に認められたという 
（昭和44年 応用化学科卒業・新制19回） だけでなく，米国の学会で受賞できたことは米国 
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の研究者の仲間として認められたことになるため 

身に余る光栄と感激している。ここでは授与式と 

受賞講演があったが，米国のいろいろな人から， 

また， ョーロッパのいろいろな人からもお祝いを 

言われ，普段そんなに親しいとは思っていなかっ 

た方々も多かったのであらためて賞の重みを感じ 

ている＊10

* 1 光栄にも引きっづき1997年2月表面技術協会賞 

1997年3月日本回路実装学会特別賞を授賞するこ 

ととなった。 

3．研究の経緯 

めっき法による高機能性材料の最初の取り組み 

は，まず，無電解めっき法という電流を流さない 

方法で，ニッケル系の含金を作ったのが，最初の 

きっかけである。これは，現在，沖電気工業（株） 

の理事である二瓶公志先輩が，吉田研究室に委託 

研究としてこのテーマを持ち込んでくれたのがきっ 

かけである。私の学位論文「水溶性高分子の界面 

挙動」 のサイドワークとして始めたのがこの研究 

であった。ところで，二瓶先輩にはサンアントニ 

オの受賞講演にかけつけて下さり，心から感謝し 

ている。 

無電解めっき法は，当時，回路実装分野におけ 

る銅配線を多層配線にする際にスルーホールめっ 

き（上から下へ穴をあけ，その穴に銅めっきして 

各層の配線をつなぐ）技術として使われ出してい 

た方法であった。私は，1976年から1979年に米国 

ワシントンDC に留学した後，再びこの無電解めっ 

きの研究を，アメリカで学んだ高速フーリェ変換 

による電極界面インピーダンス法の開発と平行し 

て進めていた。当時，無電解めっきという手法を 

やっている大学の研究グループを探していたNEC

研究所の磁気記録研究グループの人が，私共の無 

電解めっきの話を聞きつけ，吉田研に無電解めっ 

き法による磁性膜の実用化のための基礎研究とい 

う委託研究を持ち込んで来た。これが，私が磁性 

膜の研究をはじめた最初であった。 

このときすでにNEC のほうは，10年以上の実 

用化研究を行っていて，この方法で，当時8 イン 

チのハードディスクの磁性膜をつくろうとしてい 

たわけである。しかし， この方法ではなかなか実 

験の再現性が出ない。同じめっき液を使っても， 

同じ磁気特性の膜がいつもできるわけではないと 

いう問題に直面し，その実用化への信頼性が問題 

視されていた時期であった。早速，この基礎研究 

を，吉田先生は私に任せてくれたので，当時ちょ 

うど担当課長であった永尾守正氏（現・NEC米 

沢顧問）が，主任の菅沼氏（現・NEC 技師長） 

と相談して，後藤文男氏（現・NEC 部長）とい 

う研究員を吉田研に派遣してきて一緒に研究を始 

めたのが研究開始の最初である。 

その基礎研究として，まず，めっき浴がかわら 

なくて磁気特性が変化するならば，その無電解めっ 

き触媒プロセスが重要と考え，磁性膜をどのよう 

な触媒活性な表面状態の基板につけることができ 

るかという研究を始めた。そのとき一番最初に気 

がついたことは，めっきをつける表面を触媒で活 

性化させる方法で，表面の電気化学的な触媒活性 

を変化させることができるが， この活性を変える 

と，同じめっき浴からめっきしても，磁気特性が 

全然違うものができるということであった。 同じ 

めっき浴でめっきしても違う特性の膜ができると 

いうことは，当時の常識としてはちょっと考えに 

くいことであった。たまたま，めっきする表面の 

電気化学的な触媒活性を変化させ得ることからこ 

のような結果が導かれたわけである。その研究を 

さらにつめてみると，まず，表面の活性が違うと 

粒子のサイズが異なるめっき膜ができる。さらに 

はコバルトの粒子の配向までが変化するという結 

果がわかってきた。図1にその例を示すが，表面 

の電気化学的な活性が高いと磁気特性の代表的な 

保磁力が5900e （ェルステッド）となるが，活性 

が低くなるにつれ9000e, 1,2200e と変化する。 

触媒処理 

表面の電気化学活性 

H d/O e

磁性膜 
（膜厚50nm) 

結晶構造 

H2504

590

〈円 
粒子配向 く100> 

NaOH

中

900

目

HCI

低

1220

02田n

倉 一 
く002> 

図1 表面の触媒活性層の相異によるコバルトリン 

めっき膜の構造および磁気特性の変化 
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その際の透過電子顕微鏡写真をみると粒子のサイ 

ズが200-300Aから，だんだん大きくなっている 

のがわかる。 またコバルト粒子は六方最密充填の 

hcp 構造をとるが，その配向性も変わってしまう。 

とくに，磁気特性というのは，粒子のサイズ， 

結晶配向の方向によって大きな違いがでるので， 

おそらく表面の電気化学的活性の違いが，粒子サ 

イズや結晶配向性をかえてしまい，同じめっき浴 

からの磁性膜の磁気特性再現性を劣化させるので 

はないかということに着眼したわけである。 

たまたま私は4 年生での卒業論文で，「アンダー 

ポテンシャルディポジション （UPD刀 という研 

究を行っていて，表面に重金属イオンが白金など 

の電極表面に特異吸着をすると，単分子層の吸着 

層が形成されるという研究を行っていた。そこで， 

めっき浴中に不純物として存在するppm， ある 

いはppb オーダーの重金属イオンが， おそらく 

表面に特異吸着して単原子層レベルの吸着層を形 

成する。それが，その表面の電気化学的触媒活性 

を変化させているのだろうという見当をつけたわ 

けである。めっき浴中に，その重金属イオンをシ 

リーズで添加してみた例が図2である。 

1.8

の ー 
0

1.4 一 

層があるときは，無電解コバルトーリン析出は析 

出核が少なくなり大きい粒子ができやくすなる。 

逆に銀イォン吸着層があるときは核発生が多くな 

り粒子サイズが小さい膜ができ上がる。この現象 

は，図1をみると明らかである。したがって，こ 

れらの重金属イオンを，そのめっき薬品の中から 

取り除くことによって，この現象を抑えるという 

ことが可能になったわけである。図3にその例を 

示す。 1日数拾枚の8 インチディスクを作ると保 

磁力が日によってかわる。 しかし，重金属イオン 

a) 
0) 1000
0

R 
500

繕
購

0
1 2 3 4 6 6 7 8 9 10 11 12

めつき日回数 

図3a CoNIP めっき（70C）のめっき日回数によ 

る磁気特性の変化 

（めっき日回数1回は、1回に10数回 8イン 

チディスクをめっきした場合） 
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図3b 金属イオン不純物濃度をコントロールした後 

のめっき日回数による磁気特性の安全性 
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図2 めっき浴中の不純物の金属イオン濃度の磁気特 

性に及ぼす影響 

たとえぱ鉛イオンを添加すると，本当にlOppm

オーダーの添加によって，その磁気特性，すなわ 

ち保磁カが簡単に2 割も大きくなってしまう。逆 

に，銀イオンが数l0ppm と微量あると，保磁力 

が簡単に2割も下がってしまう。こういうことに 

気がついたわけである。 これは重金属イオン，た 

とえば鉛イオンは，金属表面の電気化学的活性を 

低ドさせるという効果がある。要するに触媒被毒 

の効果がある。銀イオンでは電気化学的触媒活性 

能を高める効果がある。その結果，鉛ィォン吸着 

不純物コントロールをすると保磁力は何日めっき 

しても一定値が得られ安定になる。このことは， 

基礎研究によって，実用化研究への道が開けたこ 

とを意昧すると思われる。 

このアイディアは，言い換えれぱ，「表面の単 

原子層の吸着層が，その上に形成させる薄膜の特 

性を大きく変える」 という考えになる。このアイ 

ディアによって，同じめっき浴で，常に同じ磁性 

膜ができるという結果が得られ，1981年にNEC

でめっきディスクの実用化が行われたわけである。 

このときに得た「単原子層の表面での存在という 

ものが，その上に作られる高機能な膜の特性を大 
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きくコントロールする」 というアイディアが， そ 

の後私どもの研究室のーつの大きな研究モチーフ 

になっているわけである。 

4．研究の発展 

このような概念のもとに1977年当時東北大学・ 

岩崎教授より提案された垂直磁気記録媒体の設計 

と作製にとりかかった。これは，より高密度な超 

高密度磁気記録に適したシステムとして提案され 

＜断面＞ ＜表面＞ 

結晶粒子径 I O'--'50nm

 ノ
I

1 結晶配向 

1

2 中間的なMs, Hc  

3 柱状構造と微細粒子 

4 組成粒子の組成変動 

、  ノ 

hcp C のC 軸配向 

非磁性元素の添加 

形状磁気異方性 

Coと非磁性層の分離 

図4 垂直磁気媒体の粒子構造モデル 

ている。このための媒体設計のスキーム図を図4

に示す。我々はこの媒体をCoNiReP さらには 

CoNiP で実現してきた。 

この媒体を次に基板表面の状態をコントロール 

するというアイディアで取り組んだのが次の二層 

媒体設計である。 

表面に200A'-300A程度の薄い膜，すなわち連 

続膜を作製する。その膜の状態によって，その上 

にできる析出層が自動的に2 つの構造を持つよう 

なものができる。すなわち，下の層に面内異方性 

をもつ粒状層ができ，その上に垂直異方性をもつ 

柱状構造層が作製できるようになった。 

まず基板の上に，300A膜厚程度のニッケル・ 

モリブデンーリンという非磁性の無電解めっき膜 

を作る。その上に析出させる垂直異方性の磁性膜 

に，膜厚の異なる初期層ができる。すなわち，粒 

子状の析出がまず起こり，その部分は，準軟磁性 

な層となり，その後自動的に垂直異方性をもつ磁 

性層ができる。そして，下地の薄膜中のモリブデ 

ン含有量の違いによって，初期層の膜厚が0 から 

曾豊引 

叫MロP 〔 

P。豊」I刊 

垂直磁気異方性層 

s］つoo5 こ〕aつo’ りIaao ,o コ12 I,ユo,, 

断面TEM写真 

初期面内磁気異方性層 

4―→ 
0.15"m

図5 下地層（30nm) NMopのMo組成を変えた 

場合の垂直めっき層の変化 

1,000Aぐらいまで変化することが発見できた。 

図5にその例を示す。 

このことは， どういうことかと言うと，モリブ 

デンという元素は，無電解反応の析出を抑制する 

ので，そのモリブデン含有量が変わると析出表面 

の電気化学的活性が変わる。すなわち，析出が起 

こりやすくなったり起こりにくくなったりする。 

そのことによって，その上に析出するめっき膜の 

特性が変わる。膜の構造までも変わる。表面の活 

性が高いと磁性膜（CoNiReP ）中のニッケルが 

でやすくなってf cc 構造の準軟磁性膜がまずでき 

上がる。そののち， コバルトが多いhcp の柱状粒 

子の垂直膜ができる。ある程度初期層が析出した 

あとは，本来めっき浴がもっている特性が出てき 

て垂直磁性膜が形成できるという現象が明らかに 

なってきたわけである。 

このことによって二層構造の媒体ができ，初期 

層として準軟磁性層，その上に硬磁性の垂直層と 

いうものができることが見出された。このような 

結果が次の新しいアイディアにつながったわけで 

ある。この二層型の媒体の記録再生特性を従来型 

のリングヘッドで測ると，非常に出力の高い特性 

が出るということが見つかった。垂直記録方式の 

提案では，垂直磁気異方性を持つ膜に，垂直型の 

ヘッド，すなわち磁界を垂直に出しやすいヘッド 

を用いるということが，すでに基礎的な概念とし 

て岩崎教授により出されていたが，私どもはこの 

ような二層媒体とリングヘッドの組み合わせを使 
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うことによって，すなわちいま使われているリン 使われ，かつ磁気を発生させたり電流にかえたり 

グ型のヘッド（これは面内成分磁界を主として持 するためのコイルは3 "nl幅の銅めっきが使わ 

つがェッジ部に垂直成分磁界を持つ）で，十分に れている。 

高記録密度が得られるということを提案できたわ なぜスパッタ法でなく，電気めっき法によって 

けである。現在は， これが次の研究に発展してい パーマロイめっきが行われるかというと，装置コ 

る。 ストが安いという面もさることながら， コアとし 

まず下地にやや硬磁性の面内磁性層を作製し， ては膜厚5 jim 程の厚さが必要で，薄膜作製が 

その上に垂直磁気異方性層を載せることによって 容易なスパッタでの実用化が難しいためである。 

リングヘッドで記録再生を行うと，かなり出力の 高機能性薄膜を， ドライ法で行わなくてはいlナ 

高い結果が得られることを証明している。このよ ないというような時代の潮流に逆らって，いまだ 

うに，一番最初に，「表面の単原子層， あるいは に薄膜ヘッドのコアは，めっき型で行うというの 

単原子吸着層が，その上に析出する膜構造を変え は，ある程度の厚さ以トの膜形成には実用化ライ 

る」 というアイディアから，原子レベルの薄膜構 ンを考えるとスパッタリング，あるいはMBE な 

造制御を行うことによって，新しい磁気記録への どではなかなか難しく，従来のウェット法が有利 

システムの提案を行うことができるようになった。 になるわけである。 

さらに，この記録密度のL昇によって，薄膜ヘッ 

5．最近のトピックス ドから，MR（磁気抵抗）ヘッドが1996年実用化 

現在，高機能性薄膜の分野では，どこでもドラ されている。MR ヘッドというのは，書き込みを 

イシステムで薄膜を作ることが流行している。 す 従来型の薄膜ヘッドコアで行い，読み取りを，よ 

なわち，スパッタリング，MBE（分子線ェピタ り感度の高い磁気抵抗効果のセンサーで行うとい 

キシー）のような方法で，原子一つーつを積み重 う，読み取りと書き込みをまったく別々に行う方 

ねていくということが，主流になっている。しか 式のヘッドである。 

し，我々が取り組んできた古くから行われている この書き込み用軟磁性材料は，記録密度がどん 

このようなウェット系のめっき法というものが， どん上がって，媒体の保磁力が高くなるために， 

まったく同様なアイディアで，薄膜構造を制御し， この媒体に磁気信号を書く必要性から，飽和磁束 

原子一つーつの構成を行っていくことができると 密度の値が高い材料でなくてはだめだということ 

いうことを明らかにできたわけである。この考え になってきている。 いままでは， コアになるパー 

が我々の研究グループでの新しい研究推進の原動 マロイめっきはニッケルと鉄の合金めっきで行わ 

力になっている。 れていたが，これでは飽和磁束密度（Bs）が，0.9

最近では，磁気記録の記録密度が，10年に100 -1.0テスラーという値までしかだせない。これ 

倍ほどの記録密度になるというほどの急加速をし をより高いBsの材料にするために， スパッタ法 

ているため，その技術革新というものは，大変早 などで検討されているが，なかなか現実的な実用 

くなっている。 ディスク媒体はますます小径にな 化のラインに適当な材料がでてこない。膜厚を5

り膜厚もますます薄くなり，保護膜もますます薄 “mぐらいまで安定に早くつけられるということ 

く，100A以ドとなってきた。従って，大面積に から，めっき法で実用化したいわけである。そこ 

均一につけられるというめっき法のメリットが生 で，まためっき法というものが注目され，現在で 

きてこず，かつ保護膜が薄くなったための耐腐食 は， コバルト・ニッケル・鉄の三元系の合金で， 

性という点で（めっきでクロム元素はめっきしに 電気めっき法を使って，1.7--'1.8テスラー程度の 

くいため），小型3.5インチディスクではCoCrTa, コア材料が，現在，私どもの研究室レベルで作製 

CoCrTaPt などのスパッタ膜になってきた。 できるようになり，数社が試作を行いだしている。 

一方，ヘッドでは，高密度磁気記録を行うため このようなコアになる軟磁性材料というものは， 

に薄膜ヘッドが1979年IBM により実用化された。 記録媒体とは異なり，非常に細かい粒子できた微 

ここでの磁気コアはNiFe パーマロイのめっきが 細構造を形成する必要性がある。 ここでは，その 
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結晶粒子径 20--30nm →アモルフアス 

1 低保磁力 

2,-軸磁気異方性 

3 高飽和磁東密度 

4 低磁歪 

5 高比抵抗 

図6 磁気ヘッド用軟磁性材料材料の粒子構造モデル 

微細な構造のモデルを如何に設計していくかとい 

うことが問題になっていて，その研究が進められ 

ている。図6 にそのモデルスキームを示す。 

図7 クリーンルームにおける高密度磁気記録用薄膜 

作製装置 

5 高比抵抗 ジーラボ内にあるクリーンルーム内での精密めっ 

き槽でのめっきプロセスの写真（図7）をここに 
図6 磁気ヘッド用軟磁性材料材料の粒子構造モデル 示す。以上のような考えをもとに，このようなめっ 

微細な構造のモデルを如何に設計していくかとい き装置が作られている。 

うことが問題になっていて，その研究が進められ 現在，高機能薄膜材料としては， ほとんどが電 

ている。図6 にそのモデルスキームを示す。 子材料系の材料として使われているが，そのよう 

な分野には，ここで示したようなアイディアをもっ 

6．おわりに て取り組むことが，今後の新しい研究の取り組み 

「単原子層レベルの表面吸着層による構造制御」 として必要と考えられる。 

というアイディアはここで述べてきたように15年 さらに最近では， このようなめっき法の概念を， 

程前にめっき法による磁性膜作製で思いついたも 有機薄膜形成にも適用する試みを行っている。こ 

のであるが，最近では，乾式法でも同じようなこ れはどういうことかというと，電解重合法を利用 

とがよく知られるようになっている。東北大学の して，導電性の高分子をつくる，すなわち，電流 

高橋研先生が，超高真空における磁性膜のスパッ を流して表面に機能性有機薄膜を形成するという 

タにとりくんでいて， 1ひ6トール（Torr）程度 ことである。 

の状況でスパッタを行う場合と，10 'O Torrぐら さらに，電解重合膜が重合途中から絶縁性膜と 

いの真空度で行う場合では，同じスパッタ法でも なる方法を私共は見いだしている。この方法では， 

まったく違った性質の磁性膜ができるということ 細かい穴にピンホールレスで絶縁性膜形成ができ 

を見出していて，その原因は，基板表面に，水あ る。また，この膜はある膜厚（0.2 t m 程度）で 

るいは酸素の微量な単原子層，あるいは単分子層 厚さがとまる。その膜はたいへん繊密な膜で， 

の吸着が行われることが，原因であることを明ら pHにしか応答しない膜となる。従って， この膜 

かにしている。 をpH変化を伴う酵素反応と組み含わせるとバイ 

従って， このアイディアというもの，すなわち オセンサーを作ることに利用できる。従来型のバ 

表面の単原子層，あるいは単原子層以下の原子分 イオセンサーと違うところは， このような膜を使 

子の吸着層が，その上に形成する薄膜の原子レべ うことによって，マイクロチップ化というものが 

ルの構造制御に大きくかかわっているということ 可能になっている。 

は，薄膜形成においてウェットのめっき法，ある ここで述べてきた電気化学的な薄膜形成法は， 

いはドライのスパッタ法においてもまったく同様 今後の高機能性の薄膜形成分野に，大きな分野を 

な考え方でアプローチできる。 築き得る存在と考えている。 このような分野の開 

このような概念のもとに，私どもは，磁性膜作 拓に対して，今回は賞を受けることができたと考 

製を研究室のーつの大きなテーマとして行ってき えているわけで，大変光栄なことと感謝している。 

ている。最後に早大理工学部のマイクロテクノロ 
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トピックス 

電子写真と粉 

久木元 力 

1．はじめに 後感光体から分離する転写分離工程 

電子写真は，感光体の光導電性を利用した静電 4）転写材上のトナー像を固着させ永久画像とす 

潜像を，帯電性粉体であるトナーによって顕像化 る定着工程 

するハードコピー技術であり，従来からアナログ 5）感光ドラム上の残トナーや紙粉等を取り除く 

の普通紙複写機に用いられてきた。授業のノート 

のコピー等でお世話になった諸氏も多いことと思 

近年，デジタル技術の発展に伴い，電子写真技 

術はデジタル複写機，ページプリンターなどに応 

用され，情報化社会の進展と共に広く展開されて 

きている。 特にページプリンターのここ数年の伸 

びは著しく，企業や家庭へのネットワークの普及 

もあり，更なる伸長が期待されている。 

こうした中にあって，電子写真技術には従来以 

上に高画質化，省ェネルギー，ェコロジー性といっ 

たものが求められており，電子写真の心臓部であ 

る感光体やトナー関連技術の電子写真における重 

要性はますます増している。 

ここでは，電子写真技術について簡単に紹介す 

ると共に，顕色剤としてのトナー，特に最近のト 

ナーの微粒子化について紹介し， トピックスとか 

えたい。 

2．電子写真技術の概要 

電子写真の基本プロセスは主に，下記の5つの 

ブロックで形成される。（図1) 

1）光導電現象を利用して電荷潜像を形成する潜 

像形成工程 

2）電荷潜像に応じてトナーを現像し可視像とす 

る現象工程 

3）現像されたトナー像を転写材に転写し，その 

キヤノン（株）材料プロセス開発センター 

材料第一技術開発室 室長 

（昭和53年応用科学化卒業・新制28回） 

帯電ローラ 
感光ドラム 

クリーナ 

定着ロ J 搬送ベルト 

1
転写ローラ 

図1

な 
現像器 

像スリーブ 

〇ー搬送ロー ラ 

3． トナー 

乾式電子写真プロセスにおけるトナー粉は，前 

記プロセスの中の潜像形成工程を除き，すべての 

プロセスに直接的に係っている。 従ってトナー粉 

には，帯電性，離型性，低温定着性，保存性，流 

動性といった性質が兼備わっている必要があり， 

材料技術と化学工学技術の結晶といっても過言で 

はない。 

3. 1 トナーの製造方法 

トナーは10 Lt m以下の数10mC/g の帯電量を有 

する帯電性の顕色粉体であり，粉砕法（溶解混練 

し冷却後，微粉砕）がその代表的な製造方法であ 
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るが，他にもマイクロカプセル化法（芯物質と壁 

物質と異なる材料を用い，機能分離）， 重合法 

（重合で直接トナー粒子を製造）等が知られてい 

る。90年代初頭には10'-15 fim が主流であり， 

粒径はほぼ1/2 となっている。単純に比表面積 

を計算すると，生産に2 倍のェネルギーを必要と 

するが，流体シミュレーション等も用いながら， 

高安定，高生産性を達成できる生産設備の開発が 

行われている。重合法においては， この点トナー 

の微粒子化に有利とされてきたが，新しい粉砕・ 

分級技術の開発により，粉砕法においても低コス 

トで生産が可能となった。 

3.tl 粉砕法トナー 

一般的な粉砕法トナーの製造工程を図2 にそっ 

て説明する。 

6） トナーに流動性やクリーニング性付与の目的 

で，シリカ等の種々の微粉体（外添剤）をミキ 

サーなどで混合する外添工程。外添剤超微粒子 

の凝集をほぐし， トナー微粒子表面に適当な付 

着力で均一に分散させることが重要である。 

3. 1.2 重合トナー 

重合トナーの製造は，懸濁重合法，乳化会合重 

合法，分散重合法に大別される。 

懸濁重合法はモノマーと各種原材料を予め混合 

し，分散剤を含む水中で懸濁させて重合を行い， 

ろ過，乾燥工程を経て，粒子を得る方法である。 

この方法によれば比較的真球状のトナーが選られ 

る。乳化会合重合法は，同様に各種原材料をモノ 

マー中に混合した後，乳化剤を含む水中で乳化重 

合を行い，所定の粒径になるように凝集会合させ 

る点が懸濁重合法と異なる。この方法によれば， 

異型の粒子を得ることが容易である。 

分散重合法は，高分子分散剤とモノマーを含む 

有機溶媒中で重合を行い，所望の粒径まで析出さ 

せる方法で，有機溶媒の回収，再利用が課題であ 

る。 

3. 2 トナーの構成・役割 

トナーは表1 のような材料からなる高機能性複 

合材料である。新規原材料の開発には，安全性確 

認（トナーはアーティクルとは看倣されない）も 

含め，長期間を要することが多く，将来を見越し 

た原材料の基礎研究／応用研究に早期より着手す 

ることが，材料開発には極めて重要である。 
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トナー原材料成分の均一化 トナー粒度の均一化 現像剤成分の均一化 

図2

1）後述するトナーを構成する材料を粉体の状態 

で混合機で均一に混合する原材料前混合工程 

2）エクストルーダーなどを使って，結着樹脂を 

加熱軟化状態とし，ズリ応力を与えながら，構 

成材料を樹脂中に均一に分散する根連工程，本 

工程における分散性の良否によりトナーの性能 

が左右される。また，過度のズリ応力は樹脂の 

高分子鎖の切断を起こすので分散性とのバラン 

スをとった条件設定が重要である。 

3）混練の終わったトナーの粉砕を容易にするた 

めに冷却する冷却I:程。 

4）冷却後に，粗粉砕し，その後高圧気流を用い 

た衝撃力によるミル，または高速回転体による 

機械式粉砕機などによる微粉砕工程。生産効率 

及びトナーコストを左右する工程である。 

5）微粉砕工程で得られた粒子を現像プロセスに 

適した粒度分布に調整する分級工程。分級機は 

遠心力やコアンダ効果を使って分級する方法が 

用いられる。粉砕工程と同様に，分級精度が生 

産効率と性能を左右するL程である。 

表1

構 成 役 割 材 料 例 

内添 樹脂 バインダ一：紙トへの固定 スチレン・アクリル樹脂 

形成剤 ポリエステル樹脂 等 

磁性体 磁気力付与 マグネ夕イト， へマタイト 

異色着色剤 フュライト 等 

帯電制御剤 帯電性付与， ニグロシン系染料 

帯電安定化，保持 有機金属錯体 等 

添加剤 耐オフセソト性付与 低分子量1'I'/PE

滑剤 各種ワックス 等 

着色剤 着色力付与 フタロシアニン系顔料 等 

外添 付与助剤 帯電安定，潤滑性イ寸与 帯電制御疎水性微粒子 

研磨性付与 樹脂微粒子 

飛散防止 金属酸化物微粒子 

本稿では製造方法を中心に紹介したが， トナー 

の開発は流体物性と固体物性といった二つの顔を 

併せ持つ粉体とのマクロでミクロな戦いである。 
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III・一III・一IllI一IIh一IIII一III・・川II 随 想 

「花火の世界」 

お がつ もと ひろ 

小 勝 一 弘 

1．花火について た。世界各国にも花火はありますが，欧米諸外国 

日本人ならほとんどの方が花火についてはご存 では“何かのイベントのアトラクション”とし 

知のことと思いますが，初めにちょっと花火につ て発達してきました。 そこで， 日本のものと欧米 

いて書いてみます。はっきりした定義などありま のものではいくつかの違いもありますが，いずれ 

せんので，「火薬の化学変化により発するェネル にしても子どもからお年寄りまで，言語，宗教， 

ギーを光や音や煙とし，主として鑑賞目的に得ら 人種等の違いに寄らず大多数の人がいっぺんに楽 

れる各種現象と効果」 と定義してみます。つまり しむことのできる社会的な文化のーつではないで 

音，光，煙などを利用して空間的に得られる様々 しょうか？昔の花火と現代の花火，日本の花火と 

な形，またそれらの時間的な変化を鑑賞用に利用 諸外国の花火，等々その違いについて書くのも面 

して楽しむものと言えるでしょう。花火大会を催 白いと思いますが，ここではとりあえず次に進み 

したり，運動会の合図音としたり，あるいは小さ ます。 

な子どもさんと楽しんだり，と色々です。ここで 

注目すべき点は，「火薬」 を使っていると言うこ 2． 花火の種類 

とです。一般に火薬は爆発したり，高温によって わが国では花火は大きく分けて 「打揚花火上 

火災を引き起こしたりと，恐いイメージがあり， 「仕掛花火」，「がんぐ花火」 に大別されています。 

また現実に，危険性の高いものであることは否定 打揚及び仕掛花火は，我々プロが使う花火で，が 

できません。ですから，普通は火薬を消費する場 んぐ花火は誰でも使える極小型で小規模な花火で 

合は人も物も遠くに遠ざけて使用します。ところ す。打揚花火は球形の煙火玉と呼ばれ，小さなも 

が，花火に関しては，逆に人を近くに集めて消費 のから最大四尺（直径約1.2m，重量400kg 以上） 

します。この点が花火に従事する者にとってのー のものまであります。種類も多く分け方によって 

番注意する点であり，また，一番やりがいのある は数十から数百種もあります。ドーンと大きく球 

点のーつでもあります。勿論，あるTV コマーシャ 形の花を咲かせる割物（紅牡丹，引先緑菊，等）, 

ルにあるように，遠くで見る花火もありますが， 内容物を上空に放出するボカ物（五段雷，彩色分 

私共花火師にとって，見ず知らずの何十万人とい 砲，銀蜂，等）割物とボカ物の中間的な開発具合 

う人々の歓声を背に受けて行う打揚は，一度従事 の半割（千輪菊，榔子，カムロ菊，等）など色々 

した事のあるものにとって，なんとも言えない充 です。一発一発お見せする単発花火に対し，連続 

実感と満足感を味わわせてくれるものです。 して次々に打揚るスターマインと呼ばれる花火も 

わが国では花火は江戸時代より町人文化として 同じ煙火玉を使用しているのですか，分類上は仕 

'‘納涼タ涼み’’の代表選手として発展してきまし 掛花火の一種になっています。もちろん文字や絵 

  を光の点で現す 「枠仕掛」 やナイヤガラ，富士山 

（株）丸玉屋小勝煙火店平成2年代表取締役社長 などの 「滝物」 も，仕掛花火の代表的なもです。 

（家業花火師の四代目） 特殊なものとして神社の奉納や地域の伝統文化 

（社）日本煙火協会常任理事 としてのプロ以外の人々の扱う花火（仕掛花火の 

（昭和52年 応用化学科卒業（篠原研）・新制27回） 一部） もあります。 
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3，花火の名前 

ここで花火の玉名（ぎょくめい）について説明 

してみます。基本的な言葉とその意味する現象を 

覚えてしまえば簡単ですが，なじみにくい点もあ 

ります。例えば「紅牡丹（べにぼたん）」 は赤い 

光の点が球形に四方八方に飛び散ってゆき牡丹の 

花の様に見える玉で，花弁にあたる一粒一粒を星 

と呼び，光の点が広がってゆくものを牡丹とよび 

ます。「引先紅青変化菊（ひきさきべにあおへん 

かきく）」 はドーンと玉が割れると炭の火の粉の 

尾を引きながら（引）四方八方に星が飛んで行き， 

その先で“引’’から紅， さらに青と色か変わっ 

て（変化星）球形の花を現します。このように尾 

を引きながら花弁を作るものを菊といいます。牡 

丹も菊も中心から全方向へ星を飛ばすので，どこ 

からみても丸く見えます。それでは「昇り十段小 

花銀木付青紅八重芯錦先緑銀乱先割菊（のぼり 

じゅうだん こばな ぎんぼくつき あおべに 

やえしん みどり ぎんらん さきわれ きく）」 

などという玉は，一体どんな玉かと思われますか？ 

花火の世界では様々な現象の変化を順番にズラズ 

ラッと並べているだけですから，それほど難しく 

はありません。まずは「昇り十段小花銀木付」 と 

は，玉を打揚筒から打場て上空へ到達するまでの 

間に，小さな花がパッパッパッと十個昇りながら 

咲いて（昇り十段小花），その時親玉が銀の尾を 

弓はながら上昇してゆく様（銀木）を現していま 

す。続いて「青紅八重芯錦先緑銀乱先割菊」 とい 

う親玉本体がドーンと咲きます。これは，同心円 

の三重の玉で（八重芯菊）青の内芯のそとに紅の 

外芯があり，そのそとに明るい炭の火の粉（錦） 

の尾を引きなから星が飛び散り（菊），その先で 

緑色，銀色になってバリバリッと音を出して （先 

割）終わる花火です。このくらい複難な玉ですと 

いわゆる尺玉クラスでないと， うまく細工が出来 

ませんが，現象自体は打場げから昇りつめるまで 

6 -7秒，親玉が割れてから消えるまで3 -5秒 

ですので，最初からこの一連の現象変化を知って 

いたとしても，記憶には「アーきれいだ！」でお 

しまいです。細部を省略して「昇り曲付き八重芯 

変化菊」 と大まかな現象だけを玉名にすることも 

あります。歌舞技の題名の様な玉名をいちいち考 

えなから見る必要はありませんが，たまにはこん 

なふうになるはずだぞと想いなから見るのも面白 

いでしよう。ちなみに，10号玉（尺玉，直径30

cm）でL空300m の高度までL昇し，星の広がり 

も約300m といわれています。 

以上述べたような現象変化を説明できる玉名の 

ほかに，抽象的な玉名もあります。「ハイテクの 

花」「銀星雲」「マジックフラワー」 「南国の夢」 

等々いくらでもありますし，イメージされる現象 

を花火で表現しているので，特に制約も有りませ 

ん。花火師の思い抱くイメージと観衆の一人一人 

の思うイメージとがうまく重なれぱ良いのですが， 

違っていても，俺はこう思う私はこう思うと，一 

人一人が色々想像しながら楽しむ事もまた良いで 

しよう。 

一発一発に付けられる玉名に対し，スターマイ 

ンにつけられる題名はほとんどが抽象的なもので 

玉名のそれとほぼ同じです。 「大川端の賑わい」 

「百花績乱バイオの花東」「千紫万紅花嵐」「ドリー 

ミングパラダイス」等々， これもまたどんな花火 

がでるのか想像しながら楽しんで下さい。特にス 

ターマインでは夜空の空間をすべて使って，小気 

味よいタイミングで打場げることが大切で，競技 

会などでは題名との一致も審査の対象になります。 

4．おわりに 

ここでは花火の世界のうち，製造，打揚技術に 

ついてほとんど触れませんでした。まだまだ職人 

芸の世界も残りますが，保安を最優先に成される 

べき仕事ですので，科学的基礎に立脚した見方も 

必要でしょう。今後の課題はたくさん有りますが， 

この面でも役に立つ仕事が出来ればな，と思って 

います。大多数の人々にとって，花火には多くの 

プラス面が有ると思いますが，同時にマイナス面 

もあるでしよう。多くの人が集まることによるゴ 

ミ等の問題，音による公害？問題，交通渋滞等々， 

花火を打場ることによって生ずる諸問題もたくさ 

んあります。社会的な文化のーつとして，多くの 

方に認識してもらえますよう，宣しくご理解とご 

指導のほどお願い申し上げます。 



研究室 

紹 介 

（有機合成化学） 

清水研究室 

応用化学科の有機合成化学部門は，これまで佐藤匡先生と私たちの研究室で担当してきましたが，昨 

年の会報でお伝えしましたように，残念ながら，咋年1月10日に佐藤先生はご逝去されました。佐藤先 

生のご指導されていた学生の大半が，有機合成化学研究に残ることになりましたので，96年度は，旧佐 

藤研の学生を併せて，私たちの研究室は36名という大所帯になりました。また，96年度より，早稲田大 

学ハリテクリサーチセンターが発足し，早稲田大学理L学研究科（大学院）でバイオ関連科学や光通信 

に関連する4 分野で素材開発が推進することになり，そのうちのーつの生理活性物質の開発研究が有機 

合成部門研究室を巾心として進行しています。前回の研究室紹介から5年あまり経ちましたが，この間， 

私自身オックスフォード大学で，在外研究の機会も与えられました。このように，この数年間に研究環 

境が幾分変わってきましたが，前回までに述べてきた有機合成化学が目指すところの“有用物質合成 

のための方法論の展開’’と“有用物質の新規創製”が，現在でも，有機合成化学研究の普遍中な中心 

課題であると考えています。さて，この5年間の我々の研究室の活動の経過ですが，前回同様, この間， 

研究に携わった学生（主として平成5年卒業生以降）の活躍を中心に紹介させていただきます。尚，以 

下，学生諸君の敬称は者略させていただきます。 

本研究室では，パラジウムを中心とする錯体触媒の反応開発とその生理活性物質合成への応用といっ 

た有機合成における方法論（メソドロジー）の開発を巾心に展開しています。パラジウム触媒の反応で 

は，小員環の開裂反応に基づく新しい有機合成法や不斉合成反応をいくつか開発してきました。この研 

究の中心的な役割を果たしてきたのが，現在我々の研究室で助手を努めている佐竹（平成7年博L）で 
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す。彼を中心に，多くのアジリジンやアゼチジンの変換反応を見出しました。 中でも，アルケニルアゼ 

チジンの開環二量化反応は非常にユニークな反応であり，12員環の不飽和アミンが容易に合成できます。 

この反応はもともと長谷川肇先生の研究室で見出されましたが，長谷川先生が御退任後，当研究室で引 

き継ぎ，佐竹，藤原（裕久）（修f: 1年），石井（平成6年卒，平成8年化学科新田研修士）によって詳 

細を検討してきました。不斉合成反応の開発で，松本（由之）（平成8年修士）は，六六員環の双環状 

化合物の万ーアリル錯体をェナンチオ選択的に還元する新しい型の不斉合成反応を見出しました。また， 

ジェニル系の新しい不斉求核反応も発見しています。 これらはテルペノイドなどの天然有機化合物の不 

斉合成に展開が可能と思われ，現在，西川（Ml）が展開しています。不斉合成反応の研究には，キラ 

ル配位子の新規合成研究も欠かせません。岡野（平成8年修士），松本（修一）(M2 )，伊藤（B4 ) 

により研究が進行しています。 

パラジウム以外の金属についても錯体触媒の反応開発を展開し，ルテニウム，モリブデン，イリジウ 

ム触媒を用いた酸化，還元，炭素一炭素結合形成反応などを研究しています。佐竹の前に当研究室の助 

手として活躍していた丸山（平成6年博L）によりルテニウム錯体の触媒反応が研究されてきました。 

そのなかで，水素移動反応は，丸山，天川 （平成4年卒） らがαーヒドロキシカルボン酸の合成の際に 

有用であることを示していますが， このほかにもアミンの合成反応などへの有用性が期待されています。 

これらは，瀬崎（平成6年修上）や河原木（M2 )，西岡，広安（Ml）が展開しています。河原木は， 

ルテニウムに代えてイリジウムを用いるとギ酸から不飽和結合への水素移動反応が容易に進行すること 

を見出しています。現在では，ルテニウム錯体以外にも，モリブデン，イリジウムなどの錯体もそれぞ 

れの反応性を応用して新しい有機合成反応を次々に見出しています。その巾で，坂本（敏明）（平成8

年修I:）は，モリブデン触媒を用いるとベンゼンやトルェンなどの芳香族化含物がアリルェステルなど 

のアリル化合物と反応し，アリル化生成物が得れらることを発見しました。さらに，郭（平成8年卒） 

はモリブデン触媒によるオレフィンへの付加反応による芳香族アルキル化を見出し，長友（B4 ）はオ 

レフィンに代えて，アルコールとも反応できることを明らかにしています。 これらの反応は，従来，芳 

香族へのアルキル化反応がFriedel-Crafts 反応のようにルイス酸を多用してきたのとは異なり， ‘‘環境 

にやさしい条件ドでの有機合成’’への発展という見地から興味がもたれています。従来型の錯体触媒 

から，クラスター触媒への展開も行っています。中島（D2）は光反応によりルテニウムやモリブデン 

などの遷移金属を2 種以上含む，いわゆる三核，あるいは四核のヘテロクラスターの新成法を確立し， 

ヘテロクラスター錯体の反応性を追及しています。近々，新しい触媒反応が見出せるものと，期待して 

います。芳香族化合物のアリル化反応では畑（平成5年卒）が，シリンガ酸のフェノール性水酸基の保 

護としてアリルスェニルェーテルとパラジウム触媒の反応を研究していましたが，多田（M2）はパラ 

ジウム触媒を利用すれば，芳香環への直接炭素一炭素結合形成反応として，アリル型アルコールを用い 

てもナフトール類のアリル化が容易に進行することを発見しました。 さらに， ジエンとの反応でもアリ 

ル化できることを見出しています。これらは，芳香族化合物の新しい含成に発展しうると期待していま 

す。 

当研究室ではステロイドやマクロライドなどの複雑な骨格を有する生理活性物質の全合成も遂行して 

います。活性型ビタミンD3 の全合成は数年前に長津（平成2年博上）らにより完成しました。この合 

成では，A環合成に鎖状化含物のパラジウム触媒による環化反応が効率的に利用され，現在， このA

環合成ルート合成法が新しい生理活性物質創製に期待されています。我々自身，新たな生理活性化合物 

の合成を目指したビタミンDの誘導体の合成を遂行していますが，山崎，山梨（平成6年修士），大久 

保（平成5年卒），岡本，吉沢（平成7年卒），高石，中川（忠清）（平成8年修士），李（Dl )，倉成 

(M2)，中川（尋子），西川（Ml)，東田，蛭間（B4 )，アルパレズ（平成7年一8年博士研究員） 

ら，多くの学生により種々の代謝物，立体異性体や誘導体の合成が検討され，新しい生理活性物質創製 

のためのビタミンD の構造一活性相関研究が展開中です。 

スウィンホリ ドA はポリプロピオネート構造をもつ非常に複雑な大環状ラク トンです。 我々はこの 

化合物の全合成を目指してきました。この化合物の合成では，特に，多数存在する連続する不斉炭素の 

立体制御法が有機合成化学上の腕の見せ所となります。大迫（平成6年修士）はこの化合物の六つの連 
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続する不斉炭素の絶対配置を正しく構築する方法に挑み，スウィンホリ ドA の合成セグメントを合成 

しています。この合成法では，以前当研究室で開発した不斉ェポキシ化反応で容易に得られる光学活性 

アルケニルオキシランをギ酸とパラジウム触媒により選択的に還元する反応を利用して成功しました。 

小泉（平成8年修士），奥井（M2 )，古山（Ml）らは全合成を目指した合成研究を展開しています。 

もう一歩といったところです。なお，長沢（前出）は，現在理化学研究所の研究員として活躍していま 

すが，スウィンホリドA の含成前駆体のプレスウィンホリドAの合成を，我々の報告した方法を応用し 

てその合成を完成させ，当研究室で開発した合成法の有用性を示しています。 

パラジウム触媒によるギ酸還元法は， スウィンホリドA の合成研究以外にも， いろいろと利用する 

ことができます。 アルケニルシクロプロパンの還元開裂も可能で，相田（昭和63年修士）が発見したこ 

の反応を，増田（平成7年卒）はその選択性を研究し，石川（平成6年修L）は海洋天然物クラプケリ 

ンA の合成に応用しました。大村〈平成6年修士），藤井（B4）はコレトジオールの合成を完成させ， 

八木（平成6年修士）はテルペノイドの立体選択含成を検討しました。また，現在大芝（B4 ）はピロ 

ネチンの合成を行っています。 ギ酸による還元反応のほか，一酸化炭素の反応によっても，アルケニル 

オキシランの還元開裂が可能であることは，前回にも少し触れましたが，この反応は1, 4 位の立体制 

御法として有望であり，片岡（平成7年修士）はペプチドイソスター合成に応用しました。澄田（平成 

7年卒）は佐竹（前出）とともにアルケニルアジリジンと一酸化炭素でも同様な反応が起こることを示 

しています。 高橋（B4）はポリペプチドのβターン構造を代替するビルディングブロックの合成をパ 

ラジウム触媒によるカルポニル化反応を利用して行えることを示しています。 パラジウム触媒によるア 

ルケニルオキシランの反応で坪田（B4） は窒素求核剤の立体化学の解明を行っています。 

パラジウム触媒反応は免疫抑制作用など多様な活性をもつミコフェノール酸およぴ誘導体の簡便合成 

法にも有用で，宇治田（平成6年修士）はこの化合物のフタリド部分の合成をパラジウム蝕媒のカルポ 

ニル化反応を利用して完成させました。また，藤原（康成）（平成8年修土）はパラジウム触媒を利用 

した三成分連結法で側鎖部分の簡便合成法を開発しました。その後，この研究は芳香族テルペノイドの 

合成法として藤上（平成7年卒），藤原（裕久）（前出），村井（4年）に弓は継がれています。パラジ 

ウム触媒はアセチレンのC-H結合活性化も行い，アセチレンへのアルケニル化反応は村木（平成7年 

修士）が研究し，その可能性を明らかにしています。 

佐藤匡先生が御指導されていた修士課程の学生が引き続き，その研究テーマを当研究室で発展させて 

います。沢柳（M2）は銀塩を用いる光環化反応による6員環および5員環の新合成法を確立しました。 

また，井上（B4）とともに，従来，銀塩で行われていた光環化付加によるナフタレノン誘導体の合成 

を銅塩でも進行することを見出しました。貝沢（M2 )，佐野（Ml）はチタン塩存在下のカルボニル 

化合物とアルコールのカップリング反応を発展させ， アミノアルコールの合成や，不斉反応への応用を 

試みています。関（M2）はアリル型スズの反応を利用した4級炭素の不斉中心の立体化学制御に良い 

結果を得ています。 4 級炭索構築はパラジウムやニッケルなどの触媒反応でも考えられ中田（B4 ）が 

挑んでいるが少々難しい様子です。藤田（M2 )，岩下（Ml）はオレフィンの酸化反応について研究 

を行い，藤田は銅塩による光酸化開裂反応を発展させ，最近，ケトニトリルの新合成法を開発しました。 

有機合成には縁遠い多くの読者には，この解説では不十分と思いますが，この様に，多岐に亘った合 

成研究を展開してきました。この中でいくつもの発見がなされました。これらは，その研究に携わった 

学生諸君の努力の賜であると思います。また，その努力にもかかわらず，なかなか成果があがらず，卒 

業した者も多くいるものと思います。しかし，体を張って得た貴重な体験は何事にも優るものだと信じ 

ています。これらの体験をもとに，卒業した諸君は自信をもって，実社会で活躍しているのだと思いま 

す。私自身，そのような卒業生が研究室をまた訪ねてくれて，応用化学の議論ができることをいつも愉 

しみにしています。高校時代，苫手の漢文から，唯一記憶しているつぎの論語の冒頭の詞が実感です。 

『朋あり，遠方より来る。亦た楽しからずや。』 清水 功雄 記 
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水野敏行奨学基金設立10周年記念講演会 

水野敏行記念若手化学者シンポジウム「21世紀を担う応用化学」開催について 

応用化学科 主任 逢坂哲弼 

水野敏行記念奨学基金が設立以来10周年を迎えました。これを記念して，現在ご活躍中の歴代水野賞 

受賞者の中から4 名の講師をお迎えし， ド記の通りシンポジウムを開催致します。 

式 次 第 

1．水野賞・水野奨学金授与式（13: 30-14 : 00) 

選考委員長（学科主任）挨拶 

理工学研究科委員長祝辞 

来賓お祝辞 

日時】平成9年3月7日（金） 

場所】早稲田大学国際会議場第2 会議室 

逢坂 哲蒲 

尾崎 肇 

水野 功氏 

2．シンポジウム（14 : 00-47 :10) 

「化学反応熱を利用した高温材料の合成」 

龍谷大学理工学部 大柳 満之 氏（1987年度受賞） 

「バルク結晶作製時の移動現象」 

静岡大学工学部 岡野 泰則 氏（1988年度受賞） 

「ゼオライトの新しい合成法の開発と薄膜化」 

大阪大学基礎工学部 松方 正彦 氏（1988年度受賞） 

「無電解プロセスの応用と機能性材料」 

長岡技術科学大学化学系 松原 浩 氏（1988年度受賞） 

3. 10周年記念祝賀会（17 】30-) 

早稲田大学大隅会館N棟201 &202 会議室 

尚，本年度の水野賞受賞題目並びに受賞者は以下の通りです。水野賞および水野奨学金を授与される 

博士課程学生諸君の一層の活躍を期待します。 

「有機パラジウム錯体の反応性を支配する因子に関する研究」 権木 啓人 君 

「化学的プロセスによる高密度磁気記録媒体の作製と記録再生特性に関する研究」 

黒川 義昭 君 

「嫌気好気生物膜法による生活系小規模排水の高度処理に関する研究」 高井 智丈 君 

「錯体担持高分子膜の作成と酸素促進輸送の解析」 陳 学思 君 

「炭素材料電極を用いた高ェネルギー密度電気二重層キャパシタに関する研究」劉 興江 君 
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一III一III一'Il-I"一'Il-I'一III一実社会へ巣立つ後市へIIIーー川一III一III一mーーII・ 

英語と日本語のはなし 

若 尾 法 昭 

応化会報から後輩向けに何かタメになることを書いてくれと依頼された。少し渋っていたら何でもい 

いという。それならと引き受けた次第である。私は長いこと大学生活を送った。今，研究について反省 

してみると重箱の隅を一生懸命つついていた感がする。しかし定年となっては致し方ない。近く今度は 

ある私立大学に勤めることになってはいるが。日頃考えていたことを（それは応化とは何にも関係ない 

のだが）を記してみたい。 

日本語に類似な外国語 

面白いことに，北米，中米では地名，市名，州 

名にアメリカ・インヂアンの各部族名が多い。 た 

とえばアメリカの州名では50州のうち23 （アラバ 

マ， アリゾナ， アーカンソー， コネチカット， アイダ 

ホ， イリノイ， アイオワ， カンザス， ケンタッキー， 

マサチューセッツ， ミシガン， ミネソタ， ミシシッヒ 

ミズーリ，ネブラスカ，ダコダ（南北），オハイオ， 

オクラホマ， オレゴン， テネシー， テキサス， ユタ） 

がアメリカ・インヂアンの名前，それにアラスカは 

エスキモー名，ハワイはポリネシア名である。 

学のあまりないアメリカ人がョウスマイト・ナ 

ショナル・パークと英語的発声をしているのを聞 

いたことがあるが， これはもちろんインヂアン語 

ョセミテ国立公園のことである。 

1960年代アメリカでベスト・セラー的になった 

本で「Ishi」 という日本人の名前のようなものが 

あったが， これはカリフォルニアでのある部族の 

最期の男性インヂアンの名前である。彼の一族は 

白人に殺されてしまったが，彼だけは保護され， 

カリフォルニア大学研究者に自分たちの生活を説 

I．横浜国立大学名誉教授 

2‘中国・沈陽化工学院名誉教授 

3．カナダ化学工学誌の編集理事（日本代表） 

4．アルゼンチン化学工学誌の編集理事（口本代表） 

5 .元日本化学工学会英文誌編集委員長 

6.（昭和27年応用化学科卒業・新制2回） 

明し，研究者がそれを書いたのがこの本である。 

アフリカには約二千の言語があるが，冠詞や複 

数形を殆ど使わないし，言語学的な音節構造も日 

本語そっくりという。特に，内戦で新聞によくで 

るルワンダの 「フツ」族，「ツチ」族，「トワ」族 

首都「キガリ」。 ザイールの都市「ゴマ」， 「モブ 

ツ」大統領。 ケニャの「マサイ」族，「モイ」 大 

統領。 ウガンダの都市「マサカ」など固有の地名， 

人名は母音が多く日本語のようなものがある。 

日本式英語 

英語が街にあふれているが，そのほとんどは日 

本式発音だから欧米人にはまず通じないだろう。 

しかも意味も本来のとは違って使われているもの 

が多い。欧米から来た人がまず当惑するのは「リ 

ムジン」 や「マンション」 という言葉らしい。 外 

国ではリムジンというのはバスではなくて，数人 

の客とその荷物を彼らの住居と空港の間で輸送す 

る大きめの乗用車であるし，マンションとはアパー 

トではなく，広い庭をもつ超豪邸である。 

日本語には 「R」 と 「L」 の区別はないカら 

「ラ行」が単語の頭に来ると 「Li，それ以外では 

rR」の発音になる。ラッパは 「Lappa」 だし， 

テンプラは 「Tern pura」 になる。 我々には同音 

に聞こえるが，欧米人にとっては全く違う音らし 

い。朝鮮語は日本語と同族言語だが，朝鮮語には 

[R」 と 「L」の両者がある。だから日本語は複雑 
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ではあるが，音声学的には残念ながらかなりプリ 昔，鎖国時代にポルトガル人が種子島に「鉄砲等」 

ミチブな言語かもしれない。 を持ってきた。 この「等」のなかにスポンジ・ケー 

もっとも民族によっては発音しにくい英語文字 キがあった。日本人がケーキ箱を指してこれは何 

がある。 エジプト人にとって 「P」 は 「B」 の発 かと訊いた。ポルトガル人は箱の上に描いてある 

音になる。笑い話だが，北米にいるエジプト人が 城の絵のことを尋ねられたと思ってcastelo と答 

駐車したくて「パークしていいか」 と尋ねる時， え， これがカステラになったのだという。 

彼らはよほど注意しない限り 「バークしていいか」 日本人が英語を話せるようになるまでの努力を 

と言ってしまうが，「バーク」 では犬がほえるこ 100とすれば，非英語圏の欧州人でも1か2 の努 

とになる。ドイッ人は「W」が発音しにくいし， 力で英語を話せるようになるはずだ。 

ポルトガル語には最近まで「W」がなかった。 

大学の理工系研究室では実験にガス・ボンべを 欧米人女性の名前 

使うことが多い。どこかで聞いた話だが，口本人 欧米人の名（姓ではなく）は語尾をみて， 

研究者がアメリカの大学に行って，実験に水素ボ ①「・・a 」 は女性名で数で非常に多い。たと 

ンべを使うことが必要になった。この日本人はボ 

ンべの英語はボム（Bomb）だからと， アメリカ Anna, Brenda, Carla, Helena, Linda, 

人教授に水素ボムがどこかにないかと尋ねた。教 Maria, Monica・・・ 

授は「ここは平和な学園だから，水素爆弾はない」 ②「・・ie」 は数がそれほど多くはないが女性名 

と答えたという。 実際ドイッ語のBombe には爆 である。たとえば， 

弾とボンべ両方の意味があるが， その対応英語 

Bombには爆弾の意味しかない。ボンべの英語は ③Ann, Anne, Caroline, Helen, Marian, 

シリンダーである。 また最近はあまりないが，少 Marilyn, Susan・・・ 

し前までは英語圏では禁句になっている名のつい Dorothy, Lucy, Nancy, Nanny・・・ 

た商品が日本に時々あったようだ。 これらは「・・n 」，「・・ne」，「・・y」 の 

欧米言語との比較 

欧米で国際会議があれば公用語はもちろん英語 

である。日本で国際会議があっても英語である。 

アメリカ人を始め英語圏の人は恵まれている。欧 

州にはいろいろの言語があるが，ほとんどラテン 

語がルーツになっている。 ラテン語圏のなかで， 

スペイン人とポルトガル人とはそれぞれ自分たち 

の言語で話をして理解できるという。 

実際，たとえば「城」 を意味するポルトガル語 

は「castelo」 だが， スペイン語は 「castilloあ 

イタリー語は「castello」。 フランス語は「casteL

またはchateau]。 ルーマニア語は 「castel]。 一 

体どれだけの違いがあるというのか。英語だって 

rcastle」 である。昔の日本の東北弁と鹿児島弁 

の違い程度である。 

ところで，日本にはカステラという菓子がある。 

. . . 

これらは「・・n 」，「・・ne],「・・y」 の 

語尾であるが，男性名にもこれらの語尾を持 

つものが多いから，語尾での判定はできない。 

ここに掲げた名は代表的なものだから覚える 

しかない。 

また，Elizabeth が女性名であることは有名 

な女優の名から知っている人が多い。名前が 

長いだけあって愛称名も次のように多い： 

Bess, Bessi, Bessy, Beth, Bethy, Eliza, 

Elsie, Lily, Lisa, Liz, Liza, Lizzie, Lizzy

など。 

日本女性名のようなNaomi やMimiという名も 

ある。Naomi はヘブライ語で「甘い，楽しい」を 

意味する女性名，MimiはWilhelm のフランスでの 

愛称女性名である。①②の原則に従うものと③に 

例示したもので欧米人女性名の過半数を占めるよ 

うに思う。いずれも柔らかい響きをもっている。 
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一III一III一III一III一III一III一III一実社会へ巣立つ後輩ノ＼IIIーー川ーーIII一川ーー川・ 

「猫被り の奨め」 

無事に卒業され，社会人として門出される後輩 

の皆さん，おめでとうございます。 

いよいよモラトリアムを抜け出して，社会人と 

しての義務や責任を果たさなければならない時期 

に入ったわけです。所謂，宮仕えであれば社会人 

の義務と責任の権現である税金は勝手に給与から 

差し引かれています。ですからこの点については 

改まった努力は全く不要ですね。 

では何が新米社会人として当面必要でしょうか。 

大学時代の行動環境を振り返ってみて下さい。研 

究室，同好会， クラブやクラスを通じて結がりを 

持った先輩，後輩や同期の友人は生まれ育ちが異 

なり個性を持っていたはずです。しかし意外と自 

分と同質レベルの範時に入っている人々だったか 

もしれません。その良し悪しは別として，入試と 

いうフィルターを通り抜けて来た理工系の人間は， 

少なくとも文系の人達の幅の広さよりは限られた 

ものに思えます。 

入社して大学とあまり変わらない研究業務に携 

わる人以外は全く初めてのやり方の知らない仕事 

に接し，今まで接触したことの無いタイプの人々 

とコミュニケーションをとって行かねばなりませ 

ん。 最近の世代はマニュアル世代と言われている 

と聞きますが，実社会では強力で頼りになる 「社 

会生活マニュアル」等はないことを肝に銘じましょ 

う。 

ではどうしたら良いのでしょうか。入社したて 

の状況においてはじっと先輩，上司の言うことを 

理解するように努める事です。野生の動物は見知 

らぬ相手に遭遇した時は， じっと相手を観察し，

東洋ェンジニアリング（株） 

エンジニアリング統括本部プロセス技術部 

（昭和52年応用化学科卒業・新27回） 

岡 文 一 

情報を収集しているではありませんか。転職しな 

ければ30年以上は在る会社なのですから，最初の 

1, 2 年位は猫を被っていても後で取り返しはき 

きますよ。無論，自分の意見を正々堂々と述べる 

は良いことですが， 自分の考えにこだわり過ぎな 

いで下さい。冷静に考えたら，他にもいくつかの 

見方，考え方があるかもしれません。 

そもそも，入社したての状態で先輩，上司の話 

の内容，指示された業務内容の意味や位置づけ等 

が分かるならば大したものです。大抵の場合，単 

語も専門用語，業界用語，英語を使うため理解し 

にくいのです。大学生活までの日本人社会から， 

別の日本人社会に入ったと思えば良いでしょう。 

知らない言葉や分からない単語は，緊急の時以外 

は自分で調べる努力をしてから後に先輩に聞くよ 

うにしよう。自分で調べるのが面倒くさいからな 

どというのはもっての他です。経験者である諸先 

輩方には手抜きかどうかをすぐに見破られてしま 

います。 

社会人として注意しておきたい事に，やはり健 

康が挙げられます。とは言え，まだ若い時期です 

から痛飲する事もストレス解消になるのを私も知っ 

ております。健康管理に十分注意して，病気に気 

をつけろと杓子定規には言いません。 ただ疲れを 

感じてきたら，出来るだけ休息をとったほうが良 

いと思います。精神的でも，肉体的でも疲労は不 

注意な失敗を生みやすいものです。特に作業に従 

事している場合は気をつけたいものです。私の場 

合，以前の会社の製造所勤務時代に，自分の担当 

装置の改造工事に関った際に，自分で緩めようと 

した小口径フランジから噴出した低濃度の苛性ソー 

ダのミストが両眼に入り，治療のため2 週間の入 

院を余儀なくされました。このため，周囲の方々 
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に御迷惑を御掛けしたのは言うまでもありません。 ぐに役立つものもあれば，ずっと後に知っていて 

直接の原因は， ドレン・ベントの無い範囲の配管 良かったもの，残念ながら縁のなかったものと色々 

内の脱圧が不十分だった事ですが，残業続きで判 あると思います。しかしながら，例えば化学工学 

断が鈍くなっていたため防護面もつけずにフラン 手法に接していれば問題分析において現在何に， 

ジ面間部に正対した事が誤まちでした。幸い，応 何が起こっているのか，事象の特質に起源するも 

急処置を適切に行なったため眼のレンズに当る水 の洗い出し等の事象の本質をとらえる思考方法が 

晶体を濁らす事無く済み大事に至りませんでした。 現実の問題解決に役に立っていると考えます。実 

入院直後の2日程はそれまでの疲れも手伝ってほ 際にユーザーの開発した製品製造プロセスの連続 

とんど眠りっぱなしの状態でした。このまま両眼 化，スケールアップ等を実現している弊社内の例 

失明したら，どうやって仕事をしていこうかと考 を見ても，化学工学技術者の重要性が明らかです。 

えたのもこの時でした。 足りない知識はこれから補えば間に合いますので， 

私の場合は，私だけの事態に止まりましたが場 大学で身につけた？思考方法を十二分に活用され 

合によって他の人々にも被害を及ぼす事態を引き る事を期待します。 

起こさないとは限りません。頑張る事も必要です 「猫被り」 を奨めましたが， ドラ猫になってし 

が，引く事も必要です。 まいますと 「猫いらず」がありますので御気をつ 

では大学での専門知識は役に立つでしょうか。 け下さい。皆さんのこれからのご活躍を期待して 

答えは無いと思います。知識自体は実社会ではす おります。 

シリーズ「会員のひろば」への原稿募集ノ 
「会員のひろば」のこ寄稿をありがとうございます。本コラムは会員の皆様からの積極的なご投稿によって構 

成していきたく，原則としてテーマや内容は次の中から選んでお書き下さい。ユニークなまた興味をそそるエッ 

セイ，随想，感想文，経験談あるいは主張や勧誘文など，多彩かつ有効にこのページをご使用いただければ幸 

いです。なお，採用分には本報若干部進呈致します。 

〇海外出張・駐在苦労話 〇聞いて下さい私の自慢 

〇研究開発失敗談等 〇近ごろ思うこと 

〇後輩へのメッセージ 〇勉強会・趣味サークルの呼びかけ 

〇ご指導を受けた先生の思い出等 〇応化会に望むこと 

字数は本文のみで一応1300字（22字×60行，タイトル・筆者名・筆者紹介文別）程度まで，写真や図面が必要 

な場合には字数に含めるものとします。原稿は下記へお送り下さい。お送り頂いた原稿は印刷課程で汚れます 

のでお返しいたしませんが，お申出があれば責任をもってお返し致します。 

9 169 東京都新宿区大久保3-4一I 早稲田大学理工学部 

早稲田応用化学会事務局 TEL 03-3203-4141 内線73-5253
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職 場 だ よ り 

（株） ジャパン・エナジー 

1．はじめに 以来，秋田雄物川油mの調査に着手し，1935年 

（株）ジャパン・エナジーは1992年（平成4年） （昭和10年）いわゆる雄物川大噴油に成功し，そ 

12月日本鉱業（株）と共同石油（株）が合併し日 の処理のため，1939年（昭和14年）早山石油（現・ 

鉱共石（株）となった後，バブル景気華やかなり 昭和シェル）を買収し船川製油所としたところに 

し頃， はやったコーポレットアイデンティティい はじまる。 

わゆるCIブームにのって社名を変更したもので 

ある。 判りにくいむきにはフォレストグリーンと （1）船川製油所 

宇宙の夜明けを色調とした橿色のガソリンスタン その船川製油所はいまでも原油処理能力6千バー 

ドの「JOMO」 というと，お判りいただけるか レル／日とその規模は口本最小ながら稼動してお 

もしれない。但しこの 「JOM0」 は，あくまで り，電気絶縁油，冷凍機油の生産や潤滑油の調合 

もロゴであって何の略でもないことをお断りして 等を行っているほか注日すべきは炭素数13近辺の 

おく。 ノルマルパラフィンを原料として香料原料である 

ジカルボンサンの生産をバイオで行っていること 

2．会社概要および応化会員の近況 である。 一時バイオブームで世の中が大湧きに湧 

日本鉱業（株）の歴史は占く1905年（明治38年） いたが結局成功した例が余りない中にあって20年 

12月，社祖・久原房之助が茨城県の赤沢銅山を買 近く生産を続け今でもフル生産であり，数少ない 

収し，日立鉱山と改称して開発に着手したことに バイオ大量生産の成功例であると自負している。 

始まる。石油との関わりも古く1915年（大正5年） また，すぐ隣に貯油能力440万KLを有する国家 
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石油備蓄基地である 「秋田石油備蓄（株）」 があ 

り当社がその運転管理を受託している。なお現在 

船川製油所には応化出身者はいない。 

(2）水島製油所 

戦後太平洋岸製油所の操業は停止されていたが 

1950年（昭和25年）の再開以来，各社こぞって製 

油所の建設を行うところとなり，当社も岡山県倉 

敷市水島に1961年（昭和36年）に水島製油所を建 

設し現在にいたっている。同所は常圧蒸留装置能 

力200,200バーレル／日であり，特長は燃料油， 

潤滑油に加えノルマルパラフィンやBTX 等を生 

産する総合製油所である。最大の特長は日本で有 

数の重質原油の処理が可能な製油所ということで 

ある。現在処理している原油のAPI度の（原油 

の重たさをあらわす指数で小さくなるほど重質で 

あることを意味する）は28度前後であり，日本の 

平均的な処理原油API度32一34の原油を処理す 

れば重油U の製油所とすることが可能である。 

ナフサ・灯・軽油脱硫に加え軽油深度脱硫装置 

もこの度完成した。連続触媒再生式改質装置いわ 

ゆるCCR24,000バーレル／日に加え，43,000バー 

レル／日の大型の接触分解装置を有している。ま 

た国内では割と早くアルキレーション装置を導入 

し低公害形自動車燃料であるプレミアムガソリン 

rGP- 1PLUS」の供給に大きく貢献している。 

戦後まもなく船川で研究を開始した尿素脱ロウ 

は灯油・軽油を原料とするノルマルパラフィン抽 

出装置としてのニューレックスプロセスとして開 

花し，1967年（昭禾叫2年）当所で完成し約10年間 

世の中にノルマルパラフィンを供給したが，オイ 

ルショックによる燃料コストのL昇によりモラキュ 

ラシーブを使った新プロセスに改造し現在に至っ 

ている。さらにCCR式接触改質装置の導入によ 

り，大量のBTX生産が可能となり，脱アルキル 

装置によるベンゼンの生産および蒸留によるミク 

スキシレンを生産している。 潤滑油製造装置では 

通常の真空蒸留， フルフラール溶剤抽出，プロパ 

ン脱れき，溶剤脱ロウ装置にて市販されるすべて 

の潤滑油を生産するほか，自社開発の触媒にてワッ 

クスを分解して高粘度指数基油を生産し，高級モー 

ターオイル「ジオマ」 の販売に寄与している。前 

水島製油所 
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述の重質原油対応としては，当初重油直接脱硫装 

置として設計，運転をしていたが，徐々に原料の 

重質化をはかり，反応塔を追加して現在では原料 

として100％アスファルト脱硫をしている。 この 

運転の安定性の確保には，いい触媒の開発のほか 

に，正しい充填法の確立が欠かせないことを社内 

的に認識させたのが，今，後述の精製技術センター 

で活躍している小山博紀（昭和56年森田研卒）で 

ある。 

さらに国内では珍しいデイレードコーカー（電 

極コークス生産用，燃料コークス生産用2 装置） 

を有している。 このうち電極コークス生産用につ 

いては，当社，住友商事，米国コンチネンタルオ 

イル社のJv事業としてペトロコークス（株）を 

設立し，1969年（昭和44年）同所に装置を完成し 

た。電極用コークスは原料品質の巾広い変化に相 

反して製品品質精度が非常に狭く，ユーザーの満 

足する製品を得るには芸術的なセンスを必要とし 

幾多の困難と変遷を得ながら今日にいたっている。 

この装置運転にて得た様々なノウハウや経験を生 

かして重質油処理装置として他社では考えられな 

い燃料コークス生産にて重質油の軽質化をはかる 

デイレードコーカー装置を導入した。 当所には所 

長であり前述の電極コークス生産のJv 事業設立 

およびその後の運営にも深く関わり,現在当社技 

術陣の総師である常務取締役小田裕司（昭和36年 

武富研卒）を筆頭に同じくコークスを担当後，現 

在，生産技術課に所属している大森克己（平成2

年菊池研卒）製造部で間接脱硫装置を担当してい 

る大竹淳（平成5年豊倉・平沢研院卒）がいる。 

接触分解，アスファルトボイラー等，余り大掛か 

りではないが重質化装置を導入し，通常の製油所 

並みの処理原油の重質度となっている。製品の白 

油としての特徴は芳香族製品にみられる。メイン 

の装置である接触改質装置はオイルショック前後 

から連続触媒再生式が出始めたが当所は半連続式 

触媒再生法であるESSO式サイクリックパワーフォー 

マーを導入した。譲りうけ後同装置の安定化に数 

年苦労したが，その後の研究で原料中の水分およ 

びいおう分の管理の徹底によりほぼ連続触媒再生 

式に劣らぬ運転が確立されている。同装置および 

スルフォラン溶剤油出装置，脱アルキル装置の設 

置により， 当初からベンゼン・トルェン・キシレ 

ンいわゆるBTX製品を生産していたが， その後 

IFP式シクロヘキサン製造装置さらにパラキシレ 

ン製造装置を導入し徹底した芳香族周辺製品生産 

に力をいれている。さらに永年にわたり水島製油 

所でパイロットスケールで検討してきた光反応に 

よるノルマルパラフィンを原料とする界面活性剤 

ソデイウムアルカンサルフォネート（SAS） の商 

業化装置を完成させたが現在は休止している。な 

お水島製油所同様，軽油深度脱硫装置も完成し順 

調な運転を続けている。同所には，生産技術課で 

設備予算を担当している和田博文（平成3年菊池 

研卒）がいる。 

武富研卒）を筆頭に同じくコークスを担当後，現 （4）総合研究所およびJOM0 テクニカルリサー 

在，生産技術課に所属している大森克己（平成2 チセンター 

年菊池研卒）製造部で間接脱硫装置を担当してい これらの製油所における新製品の生産，規格の 

る大竹淳（平成5年豊倉・平沢研院卒）がいる。 設定，最適触媒の選定および製造，腐蝕因子の把 

握および腐蝕防止等あるいは我々の「明日の米」 

(3）知多製油所 たるべき医薬品や電子材料等の研究開発をおこなっ 

1973年（昭和48年）のオイルショックにより先 ているのが，埼玉県戸田市にある総合研究所であ 

述の船川製油所の増設を断念した我が社に対し製 る。精製技術センター，商品開発研究所，材料部 

油所譲り受けの話が舞い込み1年半にわたる検討 品研究所，医薬・バイオ研究所，生産開発センター 

の結果，1979年（昭和54年）現在の知多製油所の からなりたっている。さらに燃料油（ガソリン， 

経営を譲りうけることとした。当初，知多石油 軽油等）の製品研究所としてJOM0 グループ3

（株）として別会社で発足したが，1983年（昭和 社（ジャパン・エナジー，鹿島石油，富士石油） 

58年）当社直轄の事業所となり現在にいたってい が株主となるJOMO テクニカルリサーチセンター 

る。同所の特徴は水島製油所とは対照的に超軽質 がある。最近の不況により，どこの会社も研究開 

原油を対象とし徹底した白油製品の生産を目的と 発にたいする風当たりが強く研究員もなかなか落 

した設計となっており，水島製油所との組み合わ ち着かない時代となっているが，当社もその例外 

せという点で当社の買収可否の大きなキーポイン ではなく人員削減，テーマ絞り込みの荒波が押し 

トになっていたわけである。その後，軽質原油が 寄せている。その中でも今の稼ぎ手である既存事 

割高となったので，国内初のIFP 社のマイルド 業の安定化，競争力の確保が現在，将来とも欠か 

ハイドロクラッキング触媒およびプロセスの導入， せないものであり，研究についてもこれを最優先 
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とし，現場に密着した研究を課題とする精製技術 

センターを発足させた。精製現場である製油所と 

しては腐蝕因子の把握，腐蝕防止対策，最適触媒 

の選定等，当センターに頼るところが大きい。 

その中にあって，分解用触媒の選定には最近， 

博士号を取得した深瀬聡（昭和53年森田研・院 

卒），重質油の脱硫触媒には小山博紀（昭和56年 

森田研卒）がいて製油所の大きな頼りとして活躍 

している。 

(5）本社 

製油所の運営には生産計画，設備計画等のにつ 

いて中長期的な視野にたった検討が必要であるが， 

これを推進しているのが本社である。ごく最近の 

例では1977年（平成9年）今年7月から販売され 

る超低イオウ軽油（イオウ分0.05％以下）の生産 

装置の設置があった。将来とも輸送手段に使われ 

る燃料の主体はガソリン・軽油であることは疑い 

もないと確信しているが，これらがまた地球汚染 

の原因物質となってはならない。そういう意味か 

らいわゆる地球にやさしい製品の供給の一環とし 

て本装置を設置した。原料の選定，あるいは製品 

のイオウ分のアローアンスを持ち方，将来の更な 

る規制の可能性等を検討して設計にはねかえす必 

要がある。このあたりを本社にて製油所や研究ス 

タッフ陣の一員として設計にあたったのが，佐倉 

匡（昭和57年森田菊池研院卒）である。その外， 

総務部に川崎爵夫（昭和37年森田研卒）ならびに， 

企画部に宮地俊夫（昭和43年森田研卒）がいる。 

さらに当社で磨いた技術を駆使して出向先で活躍 

している者に，もともと石油精製技術者であった 

が，その後電子材料生産技術者として活躍してい 

る日鉱ェンジニャリング（株）上野裕人（昭和48

年城塚研院卒），バイオ研究が長く船川における 

ジカルボンサンの生産を担当し，その分野でのエ 

ンジニャリングを担当する同じく日鉱ェンジニャ 

リング（株）長谷川栄ー（昭和50年宇佐美研院 

卒），日鉱石油化学（株）鈴木修（昭和55年森田・ 

菊池研院卒），医薬品取扱会社であるアーバイン・ 

サヤンテイフィック・セールス出向の永野裕一 

（昭和62年宇佐美研卒），銅箔生産で知られる日鉱 

グールド・フォイル（株）出向の山西敬亮（昭和 

62年逢坂研院卒）等がいる。 

(6）営業その他 

一方，国内資本のみの有力な石油会社を設立し 

ようと，昭和40年8月日本鉱業，アジア石油，東 

亜石油の販売部門を合併させ共同石油（株）が誕 

生した。 

その後この株主はアジア石油，東亜石油の離脱， 

鹿島石油（株），富士石油（株）の資本参加と変 

化したが，共同石油（株）は順調に成長した。平 

成時代にはいり，企業の国際化，競争激化の波が 

押し寄せ，もはや精製と販売が別会社であること 

が大きなデメリットとなってきたため，冒頭に述 

べたように，日本鉱業（株）と共同石油（株）は 

合併しいわば元の鞘におさまった。今後はその更 

なる一体化が重要課題である。社名も「（株）ジャ 

ノぐン・エナジー」 と改め， これにより我々はあら 

たな友人が同じ会社に生まれることとなったこと 

もあり，我々の今後の活躍を期待していただきた 

いa

その販売部門にも応化会員がいる。本社潤滑油 

部長に浅野潔（昭和44年関根研卒）がおり，当社 

潤滑油の販売に日夜東奔西走している。また需給 

部に熊野聡（昭和57年森田・菊池研卒）がいる。 

石油の販売には各地方地方にあるいは特約店，あ 

るいは電力会社等のユーザーが存在し，その方達 

との弛まぬコミュニケーションが是非とも必要で 

あり，当社でも日本をくまなく支店網がひかれて 

いる。その中にまず沖縄に支店長として，中込太 

郎（昭和44年森田研卒）がいる。最近は遠隔地に 

あって相手に事欠いているようだが，社内屈指の 

麻雀の打ち手である。つづいて広島支店産業販売 

課に桜井章博（昭和56年森田・菊池研卒）がおり， 

名古屋支店販売第一課長に早川則道（昭和54年森 

田研卒）同支店LPガス課に新福浩己（昭和61年 

森田・菊池研卒）がいる。さらに東京支店産業販 

売課に松井孝明（昭和58年森田・菊池研卒）がい 

て当社製品の販売に活躍している。また精製と販 

売の人事交流も行われるようになり，かく言う筆 

者仙台支店長山口千尋（昭和40年森田研卒）もそ 

の一人である。 （文責 山口 千尋） 
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xxxxxxxxx》く》くx》く 

学生部会 

応化展を終えて 

応用化学科 3年 木 下 敦 寛 

xxxxxxxxx》く》◇く》く のアロマテラピーについて，消臭について，そし 

学生部会 
まりました。見た目のわかりやすさよりも，興味 

を持ってもらえること，知る喜びが味わえること 

応化展を終えて 
ました。 しかし，応化展のテーマとして考えた場 

合，「電磁波」がしっくりとくるのかという点で 

はみんなの意見が分かれました。テーマや内容が 

応用イヒ学科3年木下敦寛 磐つたのは夏休み前でしたがサークルに個人 
ー ーー‘ '’ ー ’ 一I' I 弓入 フ亡」 活動にと忙しい人が多くて，具体的な内容を煮詰 

めるまでいたらぬまま後期が始まりました。 

学生部会では毎年・理工展の中の学科展の1つ この段階では， レポートの合間を縫って各自が 

として「応化展」 を開催していますが，今年は 資料や文献にあたっていましたが，他の用事が忙 

「電磁波の科学」 と・「香りの科学」の2 テーマに しくて，やはり思うように準備が進まない期間が 

ついての展示を行いました。 続きました。僕も委員長として， レポートの海に 

テーマの決定では・身近なところにあっても詳 おぼれている人に向かって文献を調べるように要 

しいことは余り良く分からないものを扱おうとい 求したりと，かなり厳しい状況で，一人一人の胸 

うことになり・ その中で自分たちのやりたいも の中で不安と焦りが渦巻いていた時期でもありま 

の・来た人を楽しませることができるものを検討 す。それでも，準備が少しずつ進み始め，心の中 

した結果・「電磁波」 と 「香り」 の化学をやろう で描いていたものがだんだん形になってくるにつ 

ということになりました。 れて，不安を感じるより先に行動しようという気 

夏の日差しの下， クーラーの効いたラウンジで 持ちになってきました。スタッフー人一人がその 

何度か打ち合わせを行いました。 個性を生かして活動を支えていき，いい意味での 

「電磁波の展示内容は結局データーの羅列にな 信頼関係が生まれてきたのもこの頃です。 

るから・それをいかに見せるかが問題だね。」「展 電磁波についての問題は今まで思っていた以上 

示のほかにその場で計ってみたらどうかな。ほ に大きな問題で，非科学的な話ではないことが調 

ら・ こんなにでてますよ・ とかさ。」 べるうちに分かってきました。実は，発表の前日 

「香りはやっぱり唄がせないと意味が無いよね。」 に新聞で電磁波の人体に与える影響を否定する記 

「アロマテラピーも実際に体験してもらおうよ。」 事が掲載されてしまったのですが，僕たちが調べ 

こうして・ いかに面白く・効果的に演出するか た限りでは必ずしも黒とは言い切れないが，決し 

を念頭において具体的な展示内容について計画が て白でもないというのが正直な印象でした。ま 

練られてゆきました。 た， 日本に比べてアメリカやスウェーデンなどで 

結局・電磁波については文献調査を主とし，科 は，政府内での関心も高く，はるかに真剣に考え 

学という視点を強調するため，人体に影響を与え られている問題なのだということが印象的でし 

るメカニズムからできるだけわかりやすく，具体 た。香りというのは，普段意識していなくても僕 

的なデーターも交えて説明すること，また，香り たちの暮らしから切り離すことのできない存在 

に関しては・人が香りを感じるメカニズムを始 で，そのくせ，その詳しいメカニズムや，それが 

め・香水などに含まれる香料について，最近話題 人に対して与える影響ははっきりと分かっていな 
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いこと，また，香水は初め成分を分析してしまお て実際に目で見ることができ，皆さん怖がりなが 

うと考えていたのですが，実際にはそんなことが らも興味深そうでした。 

不可能なほど複雑で微妙なものであるということ 香水の原料についてはやはり強烈なにおいでし 

が分かり，それを最終的に仕上げてゆくのが結局 たので，そういった感想を持った方が多かったよ 

生身の人間なのだという事実には感動すら覚えま うでしたが，アロマテラピーなどの心理面に対す 

した。ミラクルフルーツは自然にはこんなにも不 る影響では，興味を引かれる人も多く， しきりに 

思議なものが存在するのだということ，頭の中で 質問をしてくる方もいらっしゃいました。何と 

は分かっていても実感することは少ない，味覚の いっても人気が高かったのはミラクルフルーツ 

存在というものをはっきりと感じ取ることができ で，毎日何十人分か用意しても試食開始から2時 

る点で面白かったと思います。 間程度でなくなってしまうほどで，甘いレモンに 

結局，電磁波についてはパネルの展示が主で， 対して「おいしい！」 とか「なんか変」 といった 

さらに実際に電磁波測定メーターを購入して，い 感想が相次ぎました。 

ろいろな家電製品からの電磁波の値を実測し検討 他には，面白かったからあなたも行ってくると 

をしました。また，日本と外国の対応の違いなど いいといわれて来たという方が何人もいらっ 

も比較して明らかにし，電磁波メーターを用いて しゃったり，パネルを前に何十人もの人を相手に 

会場で携帯電話などからの電磁波を実測すると 説明をするというような一幕もあったり，学内誌 

いった実験も行いました。 香りは， コーセー， の 「早稲田ウィークリー」 に大きく取り上げてい 

ジャパンエナジーなどのメーカーより，香水の原 ただけたりと反響としては満足しています。 ま 

料のサンプルや資料をいただいて展示することに た，感想を書いてくださった方の多くも，おもし 

なり，アロマテラピーについては香りが人の心理 ろかった，わかりやすかった，勉強になったなど 

に与える影響， また， ちょっとした息抜きとし と答えてくださった方が多く， うれしく思いま 

て，ハーブティーを振る舞ったりもしました。ま す。ただ，僕達としては，電磁波に関する実測 

た，教授のご厚意により， ミラクルフルーツの不 データーをもう少し多く集めたかったし，電磁波 

思議さを試食で味わってもらう事もできました。 カットの製品については性能試験なども考えては 

これ自体は今回の展示の内容とは直接は関係無い いたのですができませんでした。香りの方も， も 

のですが，科学に興味を持ってもらうための格好 う少し早めに細部までの内容が決定できていた 

の材料になるだろうという点と，何より面白かっ ら，研究室と協力して香料を化学的に分析した結 

たので入れてしまいました。 果なども展示できたはずで，心残りも少なくあり 

実際に見にきてくださった人達の反応は，電磁 ません。しかし，振り返ってみれば，今まで知ら 

波については，やはり気にはなっていても実際の なかった事に対しての知識や問題意識を持つこと 

ところどうなのか知らないという人が多く，僕た ができ，また，知る喜び，みんなでーつのものを 

ちの説明にも熱心に耳を傾けてくれました。ま 作り上げる喜び，時間を共有する喜びを知り，つ 

た，実際に仕事でコンピューターを扱うなど，か らかったけど終わってみれば本当にいい思い出に 

なり切実な問題意識を持っておられる方もいらっ なりました。 

しゃって，真相解明を急いで欲しいと思いまし 最後になりましたが，ご協力をいただきました 

た。メカニズム的な部分は興味深そうな人，そう 先生方，関係者の皆様に深くお礼を申し上げま 

でもない人と好き嫌いが分かれましたが，実測実 す。 

験では，携帯電話から出ている電磁波を数値とし 
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会 務 報 告 

会費免除が承認された会員 3，業務担当理事報告の件 

会則第37条（満75歳に達し，且つ最近20年間の 4．その他 

会費を完納した会員に対しては，本人の申出があっ 

たとき，以降の会費を免除することができる。） 企業ガイダンス 

により，第2回役員会において平成9年度より次 ’98V0L.9の配布 (H4. 2.4 ) 

の9名が会費免除の承認がされました。 

（〇印は8年度より免除） 応化特別講義

〇大島 舜（旧19） 高野 良孝（旧25) 10月28日（月） 

太田 昭（旧25） 吉田 長智 ノノ 演 題】花火の世界 

河本 敏尚 ノノ 塩沢 清茂（旧26） 講 師】丸玉屋煙火店 

勝屋 徹 ノノ 西山 尚男（旧27） 社長小勝 一弘（新27) 

庄野 四朗 ノノ 場 所I理工学部52-304（以下同じ） 

以上，平成8年12月1日現在免除会員数148名 時 間】16: 20- 17 : 50 ノノ 

平成8年度第3回役員会 演 題】国際規格と化学産業 

日 時 平成9年3月17日（月） 講 師】日刊工業新聞社 

午後6時～8時 部長藤本 瞭一（新19) 

会 場 理工学部55号館S棟2F第4 会議室 12月2 日（月） 

議 案 1．平成9年度定期総会，並びに第1 演 題「セラミ ソクス材料入門 

回役員会（日・時議案等）開催の件 講 師I 慶慮義塾大学 

2 一総会当日開催行事の件（講演・講 応用化学科教授木村 敏夫氏 

師の件） 

ご 逝 去 

高嶋 幹殿 

植田忠衛殿 

小林昭夫殿 

中村将弘殿 

野田光則殿 

片桐 進殿 

石川魔次殿 

木村五郎殿 

山下弘一殿 

q日制26回） 

G日制18回） 

（新制1回） 

（新制9回） 

（新制19回） 

q日制17回） 

q日制17回） 

q日制11回） 

G日制4回） 

平成6年10月24日 

平成7年5月1日 

平成7年8月1日 

平成8年3月30日 

平成8年7月6日 

平成8年7月8日 

平成8年8月15日 

平成9年2月9日 

平成9年3月4日 

11月18日（月） 

演 題】国際規格と化学産業 

講 師】日刊工業新聞社 

部長藤本 瞭一（新19) 
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多年度分会費前納者（自H 8 H.9.語-'3長器議姦前納） 
（以上41名・敬称略） 

卒業回次 氏 名 卒業回次 氏 名 卒業回次 氏 名 卒業回次 氏 名 

9年分（H・17年度分まで） 燃 4

新 5

ノノ 13

ノノ 17
ノノ 25

ノノ 37

ノノ 42

2年分（E

北 津 清 

嶋 根 政 彦 

北 川 孝 彦 

安 村 弘 之 

加 納 芳 一 

入 江 政 幸 

大 村 哲 也 

［・10年度分まで） 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

”
 

ク
 

刀
 

ル
 

大

 
新

 
ク
 

ク
 

7
8
1
1

'I
 

192021
ク
 

2
4
2
7
1/
 

28

福 

松 

天 

竹 

内 

小 

紺 

益 

多 

金 

中 

池 

田 

重 

瀬 

本 

海 

柳 

野 

江 

野 

子 

村 

田 

公 夫 

保 司 
田久二 

晋 

和 明 

純 夫 

一 雄 

朋 紀 

努 

裕 一 

裕 明 

和 正 

クク万クガク力 ク 大新ガ 

330235刀363740クク4145

太
 

島

田

岡

岡

田

井

尾

尾

森

山

 

孝

順

宏

英

康

克

啓

啓

行

一

弘

 

信

一

郎

彦

幸

矢

輔

輔

雄

朗

之

 

大

天

船

船

下

新

中

中

藤

中

原

 

新 32 ~横 山 広 幸 

8年分（H・16年度分まで） 

新 34 I 山 口 結 太 

5年分（H・14年度分まで） 

新15 遠 藤 一 洋 

4年分（H・12年度分まで） 
大

新

 ク 

ク 

8
1
8
2
8
3
0

彦

猛

久

朗

 

冨

岡

林

垣

 

吉

村

小

稲

 

末
 

安
隆
 

工
新
 

9
2

田
 

一
一
正
 

福
堤
 

健
行
 4

‘
に
u

ク
 

ガ
 

塩 田 雄 治 

渡 辺 貢 成 3年分（E［・11年度分まで） 

平成9年度分会費前納者（自＝8.109. 3.謡醜臨28 器前納） 
（以上28名・敬称略） 

卒業回次 氏 名 卒業回次 氏 名 卒業回次 氏 名 卒業回次 氏 名 

旧ク新“" “ク 
237

1
25ク9
10

中

田

鹿

原

輪

倍

E

田

有

大

上

三

安

湯

 

甫

朗

茂

次

治

治

進

 

士
 

申

慎

健

 

ク ク 方 ク ク ク 

ク 

1211ル13141620

村 上 

菅 原 

深 津 

高 橋 

熊 倉 

植 木 

加賀谷 

昭 彦 

実 

輝 雄 

紘一郎 

紘 一 

彰 

峰 夫 

ク 

” ク 

ク ク ク ガ 

22603927,3,1 喜
 

水

森

多

水

中

藤

井

 

清

谷

川

清

畑

斉

桜

 

勝

滋

也

樹

人

美

博

 

好
 

卓

直

重

久

章

 

ク 

ガ ル ル ク ク “ 323536,4,24344

一
亮
清
規
俊
恵
樹
 

憲

敬

一

秀

 

郁
秀
 

伊

山

相

宮

高

寺

後

 

井

西

場

川

橋

崎

藤

 

～会員のひろば～～一～～ーNロ15~～一 

れきし散歩 大久保の昔 

母校・理工学部が所在（明治通り側には早稲田大学大久保キャンパスと表示されています。）する大 

久保という町名の由来等は既に周知のことと思いますが，たまには，その由来をもう一度辿って“心’' 

の‘‘れきし散歩’’ができれば幸いかと思い，頁を埋めることといたします。 

最近の大久保はビルの街と化しつつあります。 

庭のある静かなたたずまいの木造の家はもう見つ 

けることがむづかしくなりました。大久保に生ま 

れ育った人や，大久保を第二のふるさととする人 

にとっては，時代の流れとはいえ残念な気がしま 

す。昔の大久保を知りたくて，歴史散歩に出てみ 

ました。 

資料によれば，大久保の歴史は江戸時代から明 

らかです。昔の大久保村は大きな窪地で今の四谷 

三光町の花園神社うらから始まり，新田裏～元大 
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久保車庫～東大久保低地～戸山ハイツ～高田町～ 昭和22年3月に牛込区，四谷区，淀橋区が統合 

穴八幡下～早稲田大学〔本部〕を通って神田月は して新宿区となりました。 

で続き，きれいな小川が流れていました。 

低地には水田が開け，その西の高台〔理工学部 ＜（砲術指導時代考証宗家・名和 弓雄） 

はこの辺の一角にあたります。〕（西久保町，百人 新宿区は，火縄鉄砲組の陣地があって出来た街 

町）には幕府の下級武士の住まいがありました。 です。 

百人町は旗本も含め百人組が住んでいた組屋敷が 寛永の初め，甲州街道から侵入する敵に対する備 

あり，寛永時代に鉄砲打場がつくられ，大矢場， えとして，百人の足軽である鉄砲組が野戦陣地を 

小屋場と呼ばれ，武士達は平時鉄砲打の練習をし つくり駐屯しました。 

ていました。そのかたわら，つつじ作りの内職を 後に鉄砲奉公の内藤修理亮の屋敷（現新宿御苑） 

していたようです。土質もあったせいか，いつの もここに建てられました。その縁で内藤家の故郷 

まにかつつじの名所となり，下町の人達も見物に 信州の高遠は新宿と姉妹都市となりました。 

きて大へんにぎわったそうです。明治16年に町内 「百人町」 は鉄砲同心百人が居住していたことか 

の有志が昔にもどそうとつつじを70種， 1万株を らつけられた町名です。 

植え，再びにぎわいをとりもどしました。その後 鉄砲同心は火薬の材料となる木炭，硫黄，石炭 

日比谷公園が出来ると大部分が移され，あとはー などを肥料として使う植木職を副業とし，つつじ 

面の住宅地になりました。 の栽培をしていたので，現在その名の名残として， 

参考出典：芳賀 善次郎著「新宿区の昔と今」 つつじが区の花となっています。 

新宿区教育研究会社会科部 皆中稲荷神社は鉄砲組百人隊同心の守護神で， 

大祭の日に百人隊出陣の演習を毎年かかさず続け 

大久保の地名由来は前述のように地形の窪地か ていましたが，幕末にとだえました。 

ら生まれたものです。 30余年前 百人町居住の鉄砲組の子孫や町の人々， 

その後の変遷ですが大久保は小田原城が落城し， そして歴史や鉄砲研究の愛好家で保存会をつくり， 

関東が徳川の領地となると，翌天正19年に東西に 現在は隔年毎に，昔の鎧具足を着用し，出陣行列 

分かれて東大久保村と西大久保村となり，慶長7 を保存伝承しています。 

年に西大久保村の西部が百人町となりました。明 流儀は幕府で採用されていた一火流で，日本で 

治7年に東大久保の4丁目は大久保余丁町となり， は最も古い流派といわれています。火縄銃も昔の 

明治11年牛込区が成立した時に，そこだけが牛込 ものをつかい，伝統にのっとった型で射撃演武を 

区に編入され，明治22年の町村制度施行で東大久 行なっています。＞ 

保村，西大久保村，大久保は百人町が合併して大 

久保村となりました。 23年に歌舞伎町が成立した時に東大久保3丁目 

大正元年に大久保町と改称し，大久保百人町は百 の一部が編入され，東部は東大久保1丁目，西部 

人町となりました。 は西大久保1 丁目に編入され東大久保3 丁目は消 

昭和7年東京市の市域拡張で戸塚町，落合町， 滅しました。 

淀橋町とともに淀橋区となりましたが， この時大 その後，昭和46年，同53年の2回の住居表示変 

字東大久保は東大久保1 -3 丁目となり，大字西 更により，今日の町名に至っております。 

大久保は1-4丁目，大字百人町は百人町1-4 参考出典：「新宿区町名誌」新宿区教育委員会 

丁目となりました。 

（っづく） 
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*日 時】1 997年1〇月10日（祝）l0時より受付開始 

帝場 所】早稲田大学大久保キャンパス（新宿区大久保3-4-1) 

帝会 費】無料（昼食はお弁当を用意します） 

*定 員】先着2,00〇名 

奉申込方法】理工学部庶務用度係宛に、下記の申込用紙を使用し郵送かFAXでお申込ください。 

期間】1997年4月1日～6月30日 

後日詳しいご案内状をお送りします。

日

場

会

定

 

奉
 
帝
 

帝
 

峯
 

記念講演会（6本程度を予定）、キャンパスツアーなどの 

企画が盛り沢山！奥島総長も参加します。 

昼食後は教室を開放しますので、各学科0B会・クラス会 

を開いてみてはいかがでしょうか。 （要予約） 

皆様のご参加を心よりお待ち申し上げます。 

お問合せ‘申込は早稲田大学理工学部庶務用度係まで。 

冒 03-5286-3000

FAX 03-5286-3500

住所 〒169 東京都新宿区大久保3一4-1

早稲田大学理工学部庶務用度係 

理工学部創設9〇周年のつどい 
参加申込用紙 

ご
氏
名
 

フ リ ガ ナ 卒

業

年

度

 》」
 

住
 

所
 

〒 ー TEL

卒

業

学

科

 

備
考
 



編 集 

期待’にあふれて新しい年を迎えましたが，今年 

は新年から多難な展開となりました。昨年12月か 

らとうとう解決できないまま越年してしまったペ 

ルーの日本大使館人質事件，大幅な株安と円安， 

ロシアタンカーの重油流出事故も発生しました。 

それにしても，冬の日本海の波の荒さを今回ほ 

ど思い知らされた事はありませんでした。 

悲惨な事故の中で必死に活動するボランティア 

の姿には心を打つものがあります。この様な事故 

の度に思う事は流出油の回収技術の遅れでありま 

す。回収船や油の分散剤など過去の経験を基にか 

なり進んだものが用意されていると思いますが， 

柄杓による汲み上げと菰による吸着にかなわない 

のが現実です。 

役 員 

（会長） 

伊 藤 右 橘 

後 記 

技術や設備がどんなに進んでもそれを使いこな 

すためのソフトウェアが伴わなければ役に立ちま 

せん。政治や行政の役割を考えさせられます。 

昨年は大変なパソコンブームでした。会社でも 

家庭でもパソコンを買われた方が多いと思いま 

す。私事ですが，暮れから何とかホームページを 

開いてクラス会の連絡に使いたいと猛勉強中で 

す。 

会報では大学や会員を取り巻くタイムリーな話 

題，技術情報，会員の交流などを提供するように 

努力しております。一方では，「会員のひろば」 

のコーナーを設けて会員の自主的な参加を歓迎し 

ております。ぜひ積極的なお便りをお寄せ下さ 

い。 （編集担当・菖 肇） 

会報 編集委員会 
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（会計理事） 
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